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除草剤に，新しい評価試験が導入された。

多年生難防除雑草への効果を評価するA-1S 試験である。

また，評価を得た事を示す “A-1S マーク ”も考案された。

当社も新規に開発した除草剤で，評価を得た剤がある。

この薬剤の技術資料や製品チラシには “A-1S マーク ” を

使用していく予定である。

“A-1S マーク ”は，まだ現場に馴染みがなく，いきなりチ

ラシ等に盛り込んでも，現場にはすぐに意味は伝わらないか

もしれないが，新しい薬剤の紹介をしていく際には，“A-1S

マーク ” の説明も行う事で，難防除雑草への効果を現場の

方々へ伝えていけるのではないかと期待している。

マークの認知度が上がって行けば，薬剤の効果を，一目で

訴えていくことが出来るようになり，このマークの考案は良

いアイデアだと感じている。WCSマニュアルへ掲載される

除草剤の種類も年々増えてきた。

飼料用米の栽培面積も増えてく傾向にある中，除草剤に限

らず，取扱いのある薬剤がWCSマニュアルに対応済みなの

か，また対応する予定なのかといった問い合わせも増えてい

る。WCSマニュアル掲載されている事も，現場では，その

薬剤の使い易さにもつながっている。除草剤分野では，一発

処理剤が主流となり始めた頃は，登録取得したノビエの葉齢

の大きさが一つのアピールポイントであったが，現在は 2.5

葉期，3.0 葉期の登録でも，目立ったアピールポイントとは

言い難い時代となった。

その後は，剤型の多さや田植同時処理，水口処理，RCH

散布の処理方法に関する登録がより多く有る事も特長に出来

たが，今は数多くの薬剤で登録対応が進んできた。稲の直播

栽培も徐々に増えつつあり，直播栽培に使用できる登録の取

得も要望され，対応できる薬剤については，登録取得に取り

組んでいる。

“A-1S マーク ”も，WCS 間ニュアル掲載対応も直播登録

も，数年後にはアピールポイントでは無く，それぞれを対応

できている事が当たり前といった事になっているのではない

かと考えたりもする。

生産現場の栽培技術が進歩し，多様化していく事に伴って，

農薬には登録や技術の面での対応が求められ，農薬メーカー

も何とかニーズに応えるべく努力を行ってきた。

その結果，農薬メーカーの製品開発の技術も向上してきた

のではないかと思う。

環境や作物に対する安全性の要求は，今後も益々高まって

いくと思うが，安全面，性能面のニーズに応えられるように，

農薬メーカー各社も更なる技術面の向上を目指していかなけ

ればならないと思う。

今年から水稲用除草剤の適用表のルールが変更となり，新

規登録剤，適用拡大となった除草剤の適用表から地域や土壌

の区分の記載が無くなった。従来の適用表と見比べると，随

分すっきりした印象である。

一方で従来の表記であれば，薬剤毎に地域毎，土壌毎の薬

効・薬害評価を読み取れたが，新しい適用表では，見ただけ

では判断できなくなった。自社の扱う除草剤については，今

まで以上に特性を理解し，判定を取得していない土壌や地域

があるのか無いのか等の情報をしっかり把握し，生産者や指

導者，流通関係者に正確な情報を提供していく事が必要に

なってくる。

製品開発の技術のさらなる向上とともに，今後はより正確

な製品情報の提供が求められ，我々農薬メーカーは，この要

求にも応えていけるよう，今まで以上に努力していかねばな

らないと思う。

巻　　頭　　言
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೔ຊに͓ける水稲除草剤のීٴは，
1�50 年の 2
�-% に始まるʢ農薬ۀ޻
ձʣ。この間，化合物・製剤・散布方
法なͲの技術ֵ新により，除草剤使用
開始直前の1��� 年に10B 当り50.�
時間であった除草時間は，今೔では1
時間ఔ度となりল力化に大きくݙߩして
いる。このように，除草剤は水稲栽培
に͓いてはෆՄܽな資ࡐで，その使用
は雑草防除の前提になっている。特に，
ۙ年は除草剤の田植え同時処理がීٴ
し更なるল力化にݙߩしている。
除草剤は適正に使用
されてこそ，そのҖ力
を発شしল力化にݙߩ
するものである。しか
し，田植え後の田面࿐
出・௿Թ・ਂ水・ؐڧ
・土壌・ೈऑබの使用ݩ
෩等のイωの生ҭにڧ
ෆ良な環境৚݅では，
除草剤とは無関係に，
それ自਎がイωの生ҭ
を્害し，除草剤はそ
れをॿ長し大きな薬害
となる事ྫも多いʢ徐
ら2015ʣ。このことを
認ࣝしてஔくことは，除
草剤の薬害がىきた時
のݪҼ解明を行う上の
，考となる。ຊ報ではࢀ
これらのことについて，
࣮際に現地で見られた
つかの事ྫについてز
紹介し，今後の現場で
のࢀ考に供する。

৅ݱ͖͍ͭ���

෋ݝࢁ๺෦のࠇ෦ࢢ・入ળொ・ே೔
ொは，ࠇ෦઒のࢁ௖からւ؛にࢸるࠇ
෦઒ઔঢ়地にあり，地中には࠭᛽૚が
ଯ積し水がಁ水しやすいが，水資ݯが
๛෋なことから水田が拡がっている。
水田はయ型తな࠭壌土で，多くの᛽
をؚんでいるʢਤ -1ʣ。201� 年，入
ળொ಺の水田で，ะ場の中ԝ෦がଳ
ঢ়にイωがԫ化した現象が見られた

ʢਤ -2ʣ。このะ場は，前年の 2013
年にμイズ栽培が行われた໿ 30Bʢॎ
100Nº ԣ 30Nʣの長方ܗの水田で，
5݄ 1�೔にҠ植同時処理でॳ期剤が，
また，5݄ 2� ೔に一発処理剤が散布
された。�݄ � ೔の࡯؍時，ਤ -2 の
ように，ะ場の前方 10B ఔ度と後方
10B ఔ度は，イωの葉৭が྘৭であっ
た�。しかし，その間の中ԝ෦の 10B
ఔ度は，ଳঢ়にイωがԫ化した。この
ଳঢ়のԫ化঱ঢ়は，ܣ൞をまたいだࠨ
ྡのะ場 10N΄Ͳまでଓいた。

協友アグϦ株式会社

ঃ　ऎݩ

ਫҴͷੜҭʹෆྑͳڥ؀ԼͰ͖ىΔ
ਫҴআ૲ࡎͷༀ֐

ਤ ��　��᛽ͷଟ͍ਫాʢ୅͔͖લɼ���� ೥ � ݄ॳ०ɼ
෋ݝࢁೖળொʣ

　　　��஫ʣਤ �͔Βਤ �·Ͱ͸ಉҰะ৔ɻ

ਤ ��　��͍ ΒΕͨะ৔ʢ����೥ݟ৅͕ݱ͖ͭ �݄ �೔ɼ
෋ݝࢁೖળொʣ

　　　����஫ʣ੺໼ҹํ޲͸ಛʹΠω͕ԫมͨ͠部෼ɻࠇ໼ҹํ
͸ԫม͸͠ͳ͔͕ͬͨɼ生ҭෆྑͳ部෼ɻ޲

 
ᅗ�1 ♟のከい水⏣（௦ࡁ࠿๓，201� 年 � 月ึ᪪，ᐩ山┴ධၿᕷ） 
 ὀ）ᅗ 1 らᅗ࠿ 7 までは同一ᅡሙ。 
 
 
 

 
ᅗ�2 いࡁࡘ⌧㇟がぢられたᅡሙ（201� 年 � 月 � 日，ᐩ山┴ධၿᕷ） 
ὀ）㉥▮᪉ྥは≉にࢿ࢖が㯤ኚࡋた部ศ。そのᡭ๓の㯮▮༳᪉ྥは㯤ኚࡗ࠿࡞ࡋたが⏕⫱୙Ⰻ࡞

部ศ。 
 
 

ਤ ��　��͍ ΒΕͨ෦෼ͷΠωਤݟ৅͕ݱ͖ͭ ��　��͍ ΒΕͳ͔ͬͨ෦෼ͷΠωݟ৅͕ݱ͖ͭ
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ঃɿ水稲のੜҭʹෆྑͳڥ؀ԼͰ͖ىΔ水稲除草剤のༀ֐　�

ะ場಺をௐࠪしたとこΖ，ะ場಺各
地఺の水ਂには大きなҧいはなく，ะ
場は΄΅ۉฏであった。その一方，葉
৭が྘৭で正ৗな生ҭを示した前方
と後方の෦分ʢਤ -3ʣは，土壌がೈ
らかく，植෇けਂ度は通ৗの 2DNఔ
度であったがʢਤ -5ʣ，ԫ化঱ঢ়が見
られた中ԝ෦ではԫ化のଞ，生ҭ཈
が見られʢਤגܽ，ࢮރ，੍ -�ʣ，土
壌がߗく，බのҠ植ਂ度は 1DN以Լ
で 0DNのגも多かった。また，植݀
໭りがѱかったܗ੻も見られた。これ
らのことから，中ԝ෦でのイωのԫ化
なͲのॾ঱ঢ়は，බのۃઙ植えによる
除草剤のࠜ෦ٵऩによりىきたと考え
られた。࣮際に，除草剤の薬害঱ঢ়と
考えられるϩール葉や新葉の出すくみ
঱ঢ়も見られたʢਤ -5ʣ。
田植え੻を見ると，ะ場の前方と後
方のܣ൞から数̼のປࣈ෦分を除く
と，田植えػはॎ方向に૸りながら田
植えを行っている。このことから，田
植えػは，まずะ場前方では田植えػ
の௺が正ৗに土中に入りබを植え෇
け，中ԝ෦に来ると௺が土中に΄とん
Ͳ入らずにۃઙ植えとなり，後方に来
ると࠶ͼ正ৗに土中に入りබを植え෇
けたことになる。෮࿏も同様であり，
その後も，この܁りฦしで田植えが進
んでいる。もし，この薬害が田植えػ
の௺のෆ良，または除草剤そのものに

よってىきたならば，この薬害はะ場
全ମに見られるはずである。しかし，
薬害はะ場の中ԝ෦にଳঢ়に現れてい
るだけであった。ɹɹɹɹɹ
では，なͥ中ԝ෦に͓いて土壌がߗ
くۃઙ植えになったのか。これは，࠭
壌土でしばしば見られ，代かき後に水
田がҟৗにߗくしまるʮいつき現象ʯ
によるものと考えられたʢۄࣇ・ඛপ
լらݹ，�1�5 1��0，๺઒ら 1���，
長田 1�5�ʣ。๺઒らʢ1��3ʣによる
と，いつき現象は中ૈཻ࣭土水田に͓
いてしばしば発生し，特にྠ׵田では
こりやすく，水稲の生ҭ஗Ԇや植෇ى
けබのࢮރ等のඃ害ྫも多い。また，
ඃ害の出ない場合でも，田植えػの௺
੻ۭ間がటでຒまらないためුබやܽ
Ҽとなる。また，๺઒らʢ1��3ʣݪのג
はྠ׵田に͓ける，いつき現象の発現
メカニズϜについて，ઌ行するാ地化
による土壌有ػ物のফ໣͓よͼ作土の
の୯ཻ化の結果，代ࢠ૩に伴う土ཻס
かき後，土ཻࢠがີにॆరされること
によるとਪ࡯している。このଞに，当
地の特有な要Ҽとして，土中に無数に
ある大খさま͟まな᛽も関༩していた
と考えられる。土壌表૚の᛽に田植え
の௺が当たると，௺が土中に正ৗにػ
גܽ，ઙ植え，またはۃ，さらずにࢗ
となり，᛽自ମが物理తに田植え作ۀ
を๦͛ることもある。このようなܽג

は，正ৗな生ҭを示している前方や後
方でもॴ々に見られた。当ะ場をؚめ
大規໛にߞ作を行っているӦ農組合に
よると，田植えػの௺のଛইにより，
年 2ճఔ度は௺のަ׵を行っている
とのことであった。ɹɹɹ
ຊะ場では，�2015 年も前年にҾき
ଓきイωが栽培され，前年と同一除草
剤が使用され，5݄ �೔に田植え同時
でのॳ期剤，そして，5݄ 21 ೔に一
発処理剤が散布されたが，201� 年に
見られたようなะ場中ԝ෦でのԫ化
現象は見られなかったʢਤ -�ʣ。この
ことから，2015 年は水稲の࿈年栽培
によりะ場಺の土壌物理性がվળさ
れたものと考えられた。しかし，ॴ々
では生ҭෆ良やܽגが見られたがʢਤ
-�ʣ，このఔ度は問୊ࢹされていなかっ
た。
ʮいつきʯ・ʮいつくʯという言葉
は，෋ݝࢁ・ௗ取ݝ・෱Ԭݝ・੩Ԭݝ
等では知られているが，全ࠃతには༨
り知られていないようである。ʮいつ
き現象ʯがىきやすい෋ݝࢁでは，ݝ
の雑草防除指਑の中に，ʮいつき現象ʯ
のىきやすいะ場での除草剤のʮ使用
上の஫意ʯが記載されているʢ෋ݝࢁ
2015ʣ。

ਤ ��　��ཌ೥ͷΠωੜҭॳظͷะ৔શܠʢ����
೥ �݄ ��೔ʣ

ਤ ��　��ཌ೥ͷΠωੜҭॳظͰͷੜҭෆྑג΍ܽ
ΒΕͨะ৔಺෦ݟ͕ג

　　　�ʢ����೥ �݄ ��೔ʣ

ਤ ��　��͍ ݟΒΕͨ෦෼ʢӈʣͱݟ৅͕ݱ͖ͭ
ΒΕͳ͔ͬͨ෦෼ʢࠨʣͷΠωͷҠ২
ਂ౓

　　　����஫ʣܪԼ部ͷന৭部෼͸౔தͷҠ植ਂ౓
Λࣔ͢ɻҠ植ਂ౓͸ࠨ株Ͱ �DN ఔ౓ɼ
ӈ株Ͱ΄΅ �DNɻԁ಺͸আ૲剤ʹΑΔ
ロʔϧ༿ɻ

 
ᅗ�� いࡁࡘ⌧㇟が㉳ࡁた部ศ（ྑ）と㉳ࡗ࠿࡞ࡁた部ศ（ྑ）のࢿ࢖の⛣植῝度 
  ὀ）ⱼୗ部のⓑⰍ部ศは土中の⛣植῝度を♧す。⛣植῝度はᕥᰴで 2FP ⛬

度，ྑᰴでࡰ࡯ 0FP。෇内は除草剤によるࣟール葉。 
  
   
 
 
 
 

 
ᅗ�� ⩣年の水稲⏕⫱ึᮇのᅡሙ全ᬒ（201� 年 � 月 27 日） 
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���ా植͑ޙͷ植݀໭Γͷ
ෆྑͱా໘࿐ग़

代かきから田植えまでの೔数が長
くなり土壌がߗくなると，田植えの
際に植݀໭りがѱくઙ植えとなり薬
害がىきやすい。また，田植え後，
田面が࿐出していると，බを௿Թと
෩から防ޚできないために植え௧み
がܹしくなるʢ徐ら 2015ʣ。以Լは，
田植え時の植݀໭りがѱかったこと
と，田面࿐出がॏなったことにより
除草剤の薬害と効果ෆ଍がىきた事
ྫである。
201� 年 5 ݄ � ೔，ذෞࢢ಺の໿
30B の長方ܗのะ場に͓いて，田植
え同時処理で一発処理剤ʢ1 Ωϩཻ
剤ʣが散布された。その後，一෦のイ

ωגが生ҭෆ良ということで，田植
え後 15 ೔の 5݄ 23 ೔に現地ௐࠪを
行った。ะ場は田面がۉฏではなく，
水の෦分と，田面がすでに࿐出・ͻף
ͼׂれがىきている෦分があったʢਤ
-�ʣ。前者では，後೔にௐࠪした植෇
けਂ度は通ৗの 2DNఔ度で，イωは
正ৗに੒長し除草効果も高かったʢਤ
-�ʣ。しかし，後者ではॴ々にイωג
のपลに植݀໭りがѱかったܗ੻が見
られʢਤ -10ʣ，Ҡ植ਂ度を示すന৭
の土中ܪ෦は 1DN 前後のઙ植えで，
බの植え௧みがܹしく，また，ノビエ
等の発生も多く除草効果は௿かった。
これらの傾向は，その後もܧଓしたʢਤ
-11
�12ʣ。
これらのことから，田面が࿐出して
いた෦分では，බは正ৗに植えつけら
れたものの，田植え前後より୷水がे

分ではなく田面が࿐出するようなঢ়ଶ
がଓき，土壌がߗく植݀໭りがѱかっ
たためにઙ植えとなった。そこに田植
え同時で一発処理剤が散布され，さら
には田面࿐出による植え௧みがॏな
り，ڧい薬害となったものと考えられ
たʢ徐ら 2015ʣ。な͓，除草効果に
ついては，田面࿐出がܧଓし処理૚が
੒されなかったために除草効果は௿ܗ
かったと考えられる。

3��ਂਫͱද૚ണ཭౳

田植え後，イωが水຅するようなਂ
水となったঢ়ଶが長くଓくと，イωは
流れ葉になりやすい。また，水中での
ޫ・ٵݺૉ・ޫෆ଍により，イωはࢎ
合੒が௿Լし੒長ෆ良となる。除草
剤は，それをさらにॿ長し薬害とな

ਤ ��　��� ݄ �� ೔ʹా໘͕࿐ग़͍ͯͨ͠෦
෼ͱףਫ͍ͯͨ͠෦෼ͷҠ২ਂ౓
ʢ� ݄ � ೔ௐࠪʣ

　　　���஫ 
 ࠨ � 株͸ా໘࿐ग़部ͷ株Ͱɼӈ �株
͸ףਫ部ͷ株ɻ

ਤ ���　��ా ໘͕࿐ग़͠ༀܹ͕͘͠֐আ૲ޮՌ͕௿͔ͬͨ෦
෼ʢ�݄ �೔ʣ

ਤ ���　��২݀໭Γ͕ѱ͔ͬͨܗ੻Λా͢࢒໘࿐ग़
෦෼ʢҠ২ޙ��೔ɼ�݄��೔ʣ

ਤ ���　��୷ਫ͕͔ͬ͠Γ͞Εੜҭ͕Ԣ੝Ͱআ૲ޮՌ͕͔ͬߴ
ͨ෦෼ʢ�݄�೔ʣ

ਤ ��　��ా ໘ͷ࿐ग़ʹΑΓੜҭҟৗ͕ݟΒΕͨะ
৔ʢҠ২ޙ ��೔ɼ���� ೥ �݄ �� ೔ɼ
ʣࢢෞذ

　　　��஫ʣਤ �� ͔Βਤ ��� ·Ͱ͸ಉҰะ৔ɻ
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え同時で一発処理剤が散布され，さら
には田面࿐出による植え௧みがॏな
り，ڧい薬害となったものと考えられ
たʢ徐ら 2015ʣ。な͓，除草効果に
ついては，田面࿐出がܧଓし処理૚が
੒されなかったために除草効果は௿ܗ
かったと考えられる。

3��ਂਫͱද૚ണ཭౳

田植え後，イωが水຅するようなਂ
水となったঢ়ଶが長くଓくと，イωは
流れ葉になりやすい。また，水中での
ޫ・ٵݺૉ・ޫෆ଍により，イωはࢎ
合੒が௿Լし੒長ෆ良となる。除草
剤は，それをさらにॿ長し薬害とな

ਤ ��　��� ݄ �� ೔ʹా໘͕࿐ग़͍ͯͨ͠෦
෼ͱףਫ͍ͯͨ͠෦෼ͷҠ২ਂ౓
ʢ� ݄ � ೔ௐࠪʣ

　　　���஫ 
 ࠨ � 株͸ా໘࿐ग़部ͷ株Ͱɼӈ �株
͸ףਫ部ͷ株ɻ

ਤ ���　��ా ໘͕࿐ग़͠ༀܹ͕͘͠֐আ૲ޮՌ͕௿͔ͬͨ෦
෼ʢ�݄ �೔ʣ

ਤ ���　��২݀໭Γ͕ѱ͔ͬͨܗ੻Λా͢࢒໘࿐ग़
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ঃɿ水稲のੜҭʹෆྑͳڥ؀ԼͰ͖ىΔ水稲除草剤のༀ5　֐

り，ஶしい場合はࢮރ・ܽ となるʢਤג
-13ʣ。さらに，表૚ണ཭や૶類が発生・
ු上し田面を෴うと，これらのӨڹもड
け，ൣ޿ғにイωがࢮރし大きくܽ とג
なるʢਤ -1�ʣ。特に，これらがू積す
るܣ൞؛ลによくىきる。このようなѱ
Өڹは，田面にු上してくる前年度の稲
࿴，さらには，ܣ൞の草מりによって田
面にඈͼ散るܪ葉ยによってもىきる。ɹ
上ड़した 3つの事ྫは，いずれも
同一ะ場಺に͓いて除草剤使用に適す
る෦分と適さない෦分の 2つのҟな
る環境ができ，適さない෦分で薬害が
発生したものである。適さない෦分は，
目に見えない土壌の物理性ҟৗや，ะ
場੔උ・水؅理のෆ適੾さによってで
きた෦分であり，それ自ମがイωの生
ҭを્害するෆ良環境である。ෆ良環
境Լでの除草剤の使用は，イωの生ҭ
્害を更にॿ長し大きな薬害となる。
水稲除草剤は現代の水稲作にはܽかせ
ない資ࡐであり，これ無しでは稲作は
੒り立たない。これを有効׆用するに
は，除草剤の薬害や効果ෆ଍が発生し
ないようにʮะ場をۉฏに田面を࿐出
させないʯ，ʮ代かきをஸೡにするʯ，

ʮܣ൞؛ลにू積した表૚ണ཭・૶類・
ΰϛなͲは除ڈするʯなͲ஫意を෷っ
た上で，適੾な水؅理を行う必要があ
る。このためにも，農薬のラϕルにあ
る使用上の஫意事߲を९कする必要が
ある。一ൠに水稲除草剤のラϕルには，
ʮ࣭࠭土壌で࿙水のܹしい水田ʢݮ水
ਂが 2DN� ೔以上ʣ，ೈऑබを用いた
水田，ਂ水の水田，ۃ୺なઙ植の水田
では薬害の発生のڪれがあるので除草
剤は使用しないことʯ等の記載がある。
水稲栽培に͓いて，ะ場の水؅理は
めてॏ要で，この఺は除草剤の使用ۃ
に当たっても同様である。用水が५୔
で必要な時期に，いつでもར用できる
地域は良いが，५୔でなくར用時期に
੍限がある地域も多い。ྫえば，田植
え時期には用水は来るが，その後は数
೔ஔきにしか来ないとか，また，ある
一定の期間は来ない等。このような地
域では，用水がར用できる時には，ะ
場にे分ྔを୷水して͓く必要があ
る。また，ۙ年はԹஆ化であり，ྫ年
に比べ高Թで੖ఱがଓくことが多い。
このようなঢ়گでは，田面からのৠ散
がܹしいため，田面水のফࣦもૣく田

面が࿐出しやすいので，薬害のみなら
ず雑草も発生しやすくなっている。こ
のためにも，水؅理は，しっかりと行
う必要がある。特に，࠭壌土の地域で
は要஫意である。

Ҿ用จݙ
๺�઒༃෉ら�1���.�ྠ׵田に͓けるʮいつきʯ
現象 .� ೔ຊ土壌ං料ֶձ�5ࢽ�	2

�1��-
155ɽ
୓地土ׯに͓ける࣭࠭ࠃؖ�.�լ൚ら�1��0ݹ
壌のʮいつきʯ現象について .�۝भ農ݚۀ
��2，�0ɽڀ
࿠・ඛপୡ໵�1�5�ɽシϩカΩ後，作ࡾۄ�ࣇ
土がʮいつくʯ現象の࡯؍ .ʮシϩカΩの
ݪۚ�
ෆೋ෉ฤ，QQ.215-222࡚ࢁ，ʯڀݚ
出൛ 
�౦ژ .
農�薬ۀ޻ձɽ農薬はຊ当に必要ʁ .ɹIUUQ���
XXX.KDQB.PS.KQ�RB�B�@1�.IUNMʢ201� 年
1݄ 15 ೔アクηε確認ʣ.
長�田ঢ 1�5�ɽシϩカΩによる作土ߗ化ʢい
つく現象と土の物理性ʣ.�ʮシϩカΩのݚ

ෆೋ෉ฤ，QQ.222-2�1࡚ࢁ，ʯڀɹۚݪ
出൛ 
ɹ౦ژ .
徐�ऎݩら�2015ɽะ場؅理がෆ良で発生する
水稲除草剤の薬害ʵ薬害の主Ҽは除草剤で
はないʵ .�೔ຊ雑草ֶձୈ 5� ճ大ձߨԋ
要ूࢫ，Q.5�ɽ
෋ݝࢁ�農ྛ水産෦・෋ݝࢁ植物防Ӹڠձ�
2015.�ฏ੒ 2� 年度�農作物ප害஬・雑草防
除指਑ .�QQ.232-312.

ਤ ���　��ਂ ਫͱද૚ണ཭ͷ֐Λड͚ͯଟ
͘ͷΠωͨ͠ࢮރ͕גਫాʢҠ
২ޙ��೔ɼ����೥ �݄��೔ɼ
ʣݝखؠ

ਤ ���　��ਂ ਫͷӨڹͰଟ͘ͷΠωגܽ͠ࢮރ͕גͱͳͬͨਫాʢҠ২ޙ��
೔ɼ����೥ �݄��೔ɼࡾॏ࢛ݝ೔ࢢࢢʣ
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ʮՈఉԂܳ用আ૲ࡎͷ࢖用࣮ଶʯ
ʹͭいͯ

஫ʮ化ֶ物࣭の৹ࠪٴͼ製଄等の規੍に関する法཯ʯʢ化৹法ʣは，ਓ

の݈߁をଛなう͓それຢはಈ植物の生ଉ・生ҭにࢧোをٴ΅す͓それ

がある化ֶ物࣭による環境のԚ染を防ࢭすることを目తとする法཯。

� ؙ࿨όΠΦέϛΧϧ 	株 


� ਗ਼ਫ　ޛ

྘஍؅ཧٞڠձ
� 事຿ہ

͸͡Ίʹ

#S& 問୊やཹ࢒農薬の問୊をػܖに৯品の安全性に係る
関࿈法がվ正され，農薬取క法についても，ୈ 155 ճྟ時
ձで無登録農薬問୊等を౿まえたվ正が行われた。その際ࠃ
に農薬登録がされていないඇ農ߞ地ઐ用除草剤ʢ以Լ，ʮ無
登録除草剤ʯとして表記ʣは農薬として農作物等に使用され
ることがないよう表示ٛ຿も明確にされた。	 ฏ੒ 1� 年 �
݄ 11 ೔ࢪ行 


無登録除草剤も化৹法で認められた化ֶ物࣭஫をར用した
঎品であり，ϗーϜηンλーを中৺にൢചされ࣮ध者から評
価を得ているが，ച場では農薬登録品とࠞ在してൢചされる
έーεが多く見られている。Ճえてۙ年はʮ農薬ではないか
ら安৺ʯ等の 1Rがなされ，農薬使用のܦ験のない一ൠফඅ
者もߪ入し様々な場面で使用されているが，使用方法や使用
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ʮՈఉԂܳ用আ૲ࡎͷ࢖用࣮ଶʯ
ʹͭいͯ

஫ʮ化ֶ物࣭の৹ࠪٴͼ製଄等の規੍に関する法཯ʯʢ化৹法ʣは，ਓ

の݈߁をଛなう͓それຢはಈ植物の生ଉ・生ҭにࢧোをٴ΅す͓それ

がある化ֶ物࣭による環境のԚ染を防ࢭすることを目తとする法཯。

� ؙ࿨όΠΦέϛΧϧ 	株 


� ਗ਼ਫ　ޛ

྘஍؅ཧٞڠձ
� 事຿ہ

͸͡Ίʹ

#S& 問୊やཹ࢒農薬の問୊をػܖに৯品の安全性に係る
関࿈法がվ正され，農薬取క法についても，ୈ 155 ճྟ時
ձで無登録農薬問୊等を౿まえたվ正が行われた。その際ࠃ
に農薬登録がされていないඇ農ߞ地ઐ用除草剤ʢ以Լ，ʮ無
登録除草剤ʯとして表記ʣは農薬として農作物等に使用され
ることがないよう表示ٛ຿も明確にされた。	 ฏ੒ 1� 年 �
݄ 11 ೔ࢪ行 


無登録除草剤も化৹法で認められた化ֶ物࣭஫をར用した
঎品であり，ϗーϜηンλーを中৺にൢചされ࣮ध者から評
価を得ているが，ച場では農薬登録品とࠞ在してൢചされる
έーεが多く見られている。Ճえてۙ年はʮ農薬ではないか
ら安৺ʯ等の 1Rがなされ，農薬使用のܦ験のない一ൠফඅ
者もߪ入し様々な場面で使用されているが，使用方法や使用
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྘஍؅ཧٞڠձɿʮՈఉԂܳ༻除草剤の࢖༻࣮ଶʯʹ͍ͭͯ　7

場面でࠞཚをটいているέーεが散見されていた。このҝ，
ʮ྘地؅理ٞڠձʯはެ益ஂࡒ法ਓ೔ຊ植物ௐઅ剤ڠڀݚձ
のڠ力を得て一ൠফඅ者がߪ入した঎品 	 特に除草用 
 の使
用࣮ଶを把握すべく̬̗̚ௐࠪを࣮ࢪしたのでԼ記に報ࠂす
る。

ʲௐࠪ方๏ʳ

ௐࠪձ社のϞニλーʢ10
1�� ໊ʣに対しԼ記の৚݅での
εクϦーニンάを࣮��1，ࢪ ໊をબ定。
A
 ۙ࠷ 1年間でʮ除草剤ʯ	 ؚΉ無登録除草剤 
 を使用し
たਓʢ対象年齢 ʙࡀ20 ʣࡀ��
#
 ຊਓ・同ډ者が従事する৬ۀに農ྛۀ・଄ԂۀなͲ೔

ৗで農薬・薬品を使用するਓを除֎

ʢௐࠪʹ͋ͨͬͯͷཹҙ఺ʣ
ᶃߪ�入した঎品のޡ認をճආするҝ，঎品ը૾でߪ入঎
品の特定をした。な͓，ʮ無登録除草剤ʯはرऍ剤・A-
剤がຆͲであり，ཻ剤はؚめなかった。
ᶄ�使用࣮ଶの把握はʮ直ۙでߪ入・使用した঎品ʯに限定
し，できる限りෳ数ճ౴をආけた。
ᶅ�各ઃ問に͓ける表示をෆ規ଇにするなͲ，ௐࠪのʮภりʯ
をできるだけճආした。
ˎճ౴は全ࠃからدせられて͓り 
 ਓ口のׂ合に֓ね४じ
ていた。உঁ比཰では ��� であった。

ʲ第�ճ　ௐࠪʳ����೥ �݄ �3೔ʙ �݄ ��೔ʢ���໊ʹର͢Δຊௐࠪʣ

調査目的� A
 登録農薬の認知ঢ়گʢʮ農薬登録ʯの認ࣝの確認ʣ
� #
��除草剤のߪ入・使用ঢ়گ 	 主要な製品ٴͼそ

の使用場面 

� C
��除草剤の使用後の評価 	 ͼٴ入時の期待度ߪ

使用後のຬ଍度 

調査結果
アʣʮ農薬登録ʯの認知者は23.1�，ඇ認知者は��.��であった。
イʣ�ʮラϕルをよく読んだʯに関しては，農薬登録の認知
者で 31.��，ඇ認知者で �.��であった。

΢ʣ�ʮ無登録除草剤のߪ入・使用ʯは全ମの 1��ʢ1�5 ໊ʣ
であった。

エʣ�使用場面ʢෳ数ճ౴ʣではʮՈのญやϑΣンεपりʯ
が࠷も多くʢ51.5�ʣ，࣍いでʮՈのఉʢՖஃ・Ոఉࡊ
Ԃ以֎ʣʯ，றं場であった。

Φʣ�いずれの使用場面でも൒数以上でʮۙくに草Ֆや໦ʯ
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（9） 直近使用除草剤使用時の商品ラベル確認状況
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ˎ以上の結果から全ମతにラϕルʢ使用方法等ʣをよく読
んだ方のׂ合はগなかった。また，ʮ無登録除草剤ʯのʮ農

薬తな使用ʯがਪ࡯されたҝ，更にৄࡉな使用࣮ଶを把握す
ることとした。

ʲ第�ճ　ௐࠪ �r���೥�݄�೔ʙ�݄�೔ʢ���໊ʹର͢Δ௥੻ௐࠪɼ���໊ΑΓճ౴ʣ

調査目的ɹA
 除草剤の使用場ॴの，より۩ମతなঢ়گ把
握ʢௐࠪにあたってのཹ意఺ʣ
ᶃ�ʮௐࠪにあたってのཹ意఺ʯは 201� 年 のΨイࢪ࣮݄�
υラインにॱじた。
ᶄ�ʮ直ۙでのߪ入・使用した঎品ʯを確認するҝ，201�
年 。確認をした࠶のアンέートにԊってࢪ࣮݄�
ᶅ�۩ମతな使用場面を特定するҝ，提示ը૾に͓いてʮ植
栽の有無ʯがイメーδできる޻෉をした。また，植栽の
有無はʮ除草剤を散布した場ॴから̼̍ఔ度以಺ʯとした。

調査結果
アʣ�ʮ無登録除草剤ʯの使用者は 1�.5ˋ 	15� ໊ 
 であり，
�݄のアンέートと΄΅同数の使用者であった。ʢ�݄
アンέートの無登録除草剤使用者は 1�ˋʹ 1�5 ໊ʣ

イʣ�ʮ農薬登録ʯの認知者は20.1 ʢ̀前ճ23.1ˋʣであった。
΢ʣ�使用時のň঎品ラϕルŉの確認ঢ়گは，全ମの�0ˋがʮ目
を通したఔ度ʯとճ౴，ʮよく読んだʯは10ˋఔ度であった。

エʣ�ʮ無登録除草剤ʯ	 ෳ数ճ౴ɿ220 ݅ 
 の使用場面では，
̼̍以಺に植栽があったと౴えたέーεは ��݅あり，
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ᇹ 2 回 ᛦ௹ 

直近の除草剤の使用場所 

 

全体では「家の堀やフェンス回り」が 52.5％と最も多く，「家の庭（花家庭菜園）」 

が 27.6％の順となっている。 

 

「無登録除草剤」の使用場面（n=220） 
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直近の除草剤の使用場所 

 

全体では「家の堀やフェンス回り」が 52.5％と最も多く，「家の庭（花家庭菜園）」 

が 27.6％の順となっている。 

 

「無登録除草剤」の使用場面（n=220） 
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ˎ以上の結果から全ମతにラϕルʢ使用方法等ʣをよく読
んだ方のׂ合はগなかった。また，ʮ無登録除草剤ʯのʮ農

薬తな使用ʯがਪ࡯されたҝ，更にৄࡉな使用࣮ଶを把握す
ることとした。

ʲ第�ճ　ௐࠪ �r���೥�݄�೔ʙ�݄�೔ʢ���໊ʹର͢Δ௥੻ௐࠪɼ���໊ΑΓճ౴ʣ

調査目的ɹA
 除草剤の使用場ॴの，より۩ମతなঢ়گ把
握ʢௐࠪにあたってのཹ意఺ʣ
ᶃ�ʮௐࠪにあたってのཹ意఺ʯは 201� 年 のΨイࢪ࣮݄�
υラインにॱじた。
ᶄ�ʮ直ۙでのߪ入・使用した঎品ʯを確認するҝ，201�
年 。確認をした࠶のアンέートにԊってࢪ࣮݄�
ᶅ�۩ମతな使用場面を特定するҝ，提示ը૾に͓いてʮ植
栽の有無ʯがイメーδできる޻෉をした。また，植栽の
有無はʮ除草剤を散布した場ॴから̼̍ఔ度以಺ʯとした。

調査結果
アʣ�ʮ無登録除草剤ʯの使用者は 1�.5ˋ 	15� ໊ 
 であり，
�݄のアンέートと΄΅同数の使用者であった。ʢ�݄
アンέートの無登録除草剤使用者は 1�ˋʹ 1�5 ໊ʣ

イʣ�ʮ農薬登録ʯの認知者は20.1 ʢ̀前ճ23.1ˋʣであった。
΢ʣ�使用時のň঎品ラϕルŉの確認ঢ়گは，全ମの�0ˋがʮ目
を通したఔ度ʯとճ౴，ʮよく読んだʯは10ˋఔ度であった。

エʣ�ʮ無登録除草剤ʯ	 ෳ数ճ౴ɿ220 ݅ 
 の使用場面では，
̼̍以಺に植栽があったと౴えたέーεは ��݅あり，
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全体では「家の堀やフェンス回り」が 52.5％と最も多く，「家の庭（花家庭菜園）」 

が 27.6％の順となっている。 

 

「無登録除草剤」の使用場面（n=220） ྘஍؅ཧٞڠձɿʮՈఉԂܳ༻除草剤の࢖༻࣮ଶʯʹ͍ͭͯ　�

ʮՖஃʯやʮՈఉࡊԂʯでの使用なͲ，いわΏるʮ農
薬తな使い方ʯをされていることがਪ࡯された。

ʹޙ࠷

この度のW&# ௐࠪからɹA
 ঎品ラϕルを良く読Ήফ
අ者のׂ合が௿いʢ特にʮ農薬登録ʯを認知していない方ʣɹ
#
 そのҝ，ʮ農薬登録品ʯٴͼʮ無登録除草剤ʯのෆ適੾
な使用࣮ଶがあることが判明した。
農薬取క法ɹୈ一৚ 	 目త 
 にはʮ農薬について登録の
੍度をઃけ，ൢചٴͼ使用の規੍等を行うことにより，農
薬の品࣭の適正化とその安全かつ適正な使用の確อをਤ
り，もって農ۀ生産の安定とࠃຽの݈߁のอޢに資すると
とともに，ࠃຽの生׆環境のอ全にد༩することを目తと

するʯとあり，ՈఉԂܳ農薬に͓いても適੾な使用方法の
更なるܒ発がॏ要であることを確認できた。
一方でʮ化৹法ʯの規੍をडけるʮ無登録除草剤ʯの中
には༏ઌ評価化ֶ物࣭ʢچɹୈೋ種ࢹ؂化ֶ物࣭ʣに指定
されている物࣭をؚ有しても༌入・数ྔの࣮੷から規੍対
象֎であったり，またその物࣭がʮ࿑ಇ安全Ӵ生法ʯに͓
ける表示ٛ຿等があってもʮ一ൠফඅ者向けʯはྫ֎扱い
になっている঎品もൢചされている。
以上のことから，ʮ使用方法のܒ発ʯだけではʮࠃຽ生
༩できないέーεもਪଌされ，ʮ౷一されدのอ全ʯに׆
たϦεク؅理・ج४ʯが必要と考える。྘地؅理ٞڠձは
適正使用のܒ発とฒ行して࣮ଶௐࠪをܧଓし，関係各ॴと
の意見ަ׵を更にਂめたい。

4

(％)

呈示画像 呈示画像

花壇
（n=15）

家庭菜園
（n=9）

空き地
（n=41）

お墓
（n=11）

周辺に樹木や草花が
全くない場所

使用場所
散布した場所から
1m程度以内に

樹木や草花のある場所

駐車場
（n=51）

家の塀や
フェンス周り
（n=93）

29.4 

40.9 

100.0 

55.6 

46.3 

18.2 

70.6 

59.1 

0.0 

44.4 

53.7 

81.8 

■直近で使用した除草剤の使用場所の植栽状況を「無登録農薬」製品の使用者に絞り込んで確認したところ、サンプル数は
少ないものの「花壇」では、すべての使用者が「散布場所から1m程度以内に樹木や草花があった」と回答している。

（7）-3 直近の除草剤使用場所における植栽状況＜無登録農薬製品ベース＞

無登録農薬製品
ベース
（n=158）
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Spartina alterniflora�-PJTFM.ɹɹイωՊɹεύルςΟφଐɹ
ɹώΨλアシʢࣸਅ -1ʣは 2011 年にѪ知ݝのക田઒でॳ
めてわがࠃでの定ணが確認され，ക田઒流域に࠷ॳに৵入
したのは 2005 年͝Ζとਪ࡯された。それからわずか 5ʙ �
年で長さ 1LN以上にわたるՏ઒ෑがώΨλアシにຒめਚく
されていることが判明し，ٸᬎ，֎来生物法の特定֎来生物
に指定された。Ѫ知ݝでは積ۃతな防除対ࡦが行われている
が，۽ຊݝ಺のෳ数のՏ口域にもൣ޿ғに発生していること
が確認されて͓り，全ࠃ各地でのܯռが必要である。

˙෼෍
ɹ๺米౦෦ʢ米ࠃ，カφμʣԊ؛がݪ産。現在では米ࠃ੢ւ؛，
イΪϦε，ΦーεトラϦア，ニューδーランυ，中ࠃ，インυ，
ϑランε，Φランμ，೔ຊʢѪ知۽，ݝຊݝʣɹなͲੈք中
に拡がっている。ւۙ؛くのՏ口域，Ԙ生࣪地，ׁׯ，Ԙ水
の入る஑なͲに生ҭする。

෼͚ΔϙΠϯτݟଶͱܗ˙
ɹ草ৎは 2Nを௒え，在来のϤシなͲによくࣅているが，定
ண地఺を中৺にີ生し，正ԁঢ়の܈མをܗ੒するのが特௃で
あるʢࣸਅ -2ʣ。葉৭はϤシよりも୶めのԫ྘৭で，ϓラε
チοクのようなಷいޫ୔がある。Ϥシの葉はްࢴのようなख
৮りで，ܪから΄΅水ฏに出て，葉෯は葉のઌ୺から෇けࠜ
に向かって޿がり，෇けࠜ෇ۙでܹٸにڱまるのに対し，ຊ
種の葉はやや多೑࣭で，ܪからやや上向きに出て，葉෯は෇
けࠜ෇ۙでもڱまらずଳঢ়をしている。

૲ͱͯ͠ͷ৘ใࡶ˙
ɹεύルςΟφଐがൟໜすることでଯ積作用がڧまり，水࿏
や࣪地は水が流れなくなり，草地化してしまうこともある。
現に，現地では，४ઈ໓ةዧ種のϋマαδ，シόφ，΢ラΪ
クが生ҭするԘ性࣪地をຊ種がຒめਚくし，رগ種の生ҭを
ஶしく્害している。米ࠃでは，植物以֎にも，ઈ໓ةዧ種
であるΦニクイφをؚΉׁ࣪ׯ地をར用する౉りௗたͪにも
。れがあるとされているڪす΅ٴをڹなӨࠁਂ
ɹΦーεトラϦアや米ࠃ੢෦で大きな問୊となり，ઌに特定
֎来生物に指定されていた S partina ang licaɹʢ೔ຊࠃ಺では
ະ確認ʣは，ຊ種とイΪϦεݪ産の S . maritima がަ雑しഒ
数進化して生まれたものとされている。
ɹຊ種は，ؿ水から׬全なւ水までの෯޿いԘ分৚݅Լに適
応Մ能だが，׬全な୶水の場ॴでの定ணは確認されていない。�
また，水のಈきが؇い場ॴを޷Ή傾向があり，ڧい೾をडけ
る࠭඿等での定ணも確認されていない。
ɹѪ知ݝでは，3݄頃からౙӽしをऴえた新ժがಈき出し，

5݄になるとٸ଎に৳長し始め，�݄຤までに 2̼を௒える。
�݄後൒から開Ֆが始まり，࣮った種ࢠがॱ࣍མԼする。11
݄後൒になると開Ֆした᜖はރれるが，開Ֆしなかった᜖は
そのままౙӽしする。

˙๷আʹؔ࿈͢Δ৘ใ
ɹѪ知ݝでは，種ࢠによる拡散を防ぐ目తで毎年ळにמり取
りが行われてきたが，年 1ճのמり取りのみでは，発生面
積の増Ճを཈えることができないことがわかっている。
ɹ۷り取りはώΨλアシの防除に有効だが，土がॊらかいׯ
ׁでは，土中ਂくまで地Լܪが৳ͼているため，これらの地
Լܪを全て۷り取るには多大な࿑力を要する。また，防除作
生がՄ能であるた࠶の੾れ୺からもܪやܪ時に生じた地Լۀ
め，それらがைに流されて拡散することにより，཭れた場ॴ
へと生ҭൣғを拡͛てしまう͓それもある。ͪなみに，۷り
取って཮地にҾき༲͛たώΨλアシは，一時తに࠶生するこ
ともあるが，やがてはރれる。
ɹւ֎では，S partinaଐに対し，άϦϗαートなͲの除草剤
を用いた防除が行われている。

ݙจߟࢀ˙
環境লϗーϜϖーδɽ೔ຊの֎来種対ࡦɹ特定֎来生物の解説ɹεύルςΟφଐɹ
IUUQT���XXX.FOW.HP.KQ�OBUVSF�JOUSP�1PVUMJOF�MJTU�--TZP-10-1.IUNM
೔ຊεύルςΟφ防除ωοトϫークϗーϜϖーδɽɹIUUQ���KQOFU-QSFW-
TQBSUJOB.KJNEP.DPN�
۝भ地方環境事຿ॴϗーϜϖーδɽ֎来生物対ࡦ -εύルςΟφ・アル
ςルニϑϩラについて�特௃や予૝されるඃ害等�ɹIUUQ���LZVTIV.FOW.
HP.KQ�XJMEMJGF�NBU�N@2@13.IUNM

ώΨλΞγ
Δಛఆ֎དྷੜ෺͢ڌΛ઎ׁׯ
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Spartina alterniflora�-PJTFM.ɹɹイωՊɹεύルςΟφଐɹ
ɹώΨλアシʢࣸਅ -1ʣは 2011 年にѪ知ݝのക田઒でॳ
めてわがࠃでの定ணが確認され，ക田઒流域に࠷ॳに৵入
したのは 2005 年͝Ζとਪ࡯された。それからわずか 5ʙ �
年で長さ 1LN以上にわたるՏ઒ෑがώΨλアシにຒめਚく
されていることが判明し，ٸᬎ，֎来生物法の特定֎来生物
に指定された。Ѫ知ݝでは積ۃతな防除対ࡦが行われている
が，۽ຊݝ಺のෳ数のՏ口域にもൣ޿ғに発生していること
が確認されて͓り，全ࠃ各地でのܯռが必要である。

˙෼෍
ɹ๺米౦෦ʢ米ࠃ，カφμʣԊ؛がݪ産。現在では米ࠃ੢ւ؛，
イΪϦε，ΦーεトラϦア，ニューδーランυ，中ࠃ，インυ，
ϑランε，Φランμ，೔ຊʢѪ知۽，ݝຊݝʣɹなͲੈք中
に拡がっている。ւۙ؛くのՏ口域，Ԙ生࣪地，ׁׯ，Ԙ水
の入る஑なͲに生ҭする。

෼͚ΔϙΠϯτݟଶͱܗ˙
ɹ草ৎは 2Nを௒え，在来のϤシなͲによくࣅているが，定
ண地఺を中৺にີ生し，正ԁঢ়の܈མをܗ੒するのが特௃で
あるʢࣸਅ -2ʣ。葉৭はϤシよりも୶めのԫ྘৭で，ϓラε
チοクのようなಷいޫ୔がある。Ϥシの葉はްࢴのようなख
৮りで，ܪから΄΅水ฏに出て，葉෯は葉のઌ୺から෇けࠜ
に向かって޿がり，෇けࠜ෇ۙでܹٸにڱまるのに対し，ຊ
種の葉はやや多೑࣭で，ܪからやや上向きに出て，葉෯は෇
けࠜ෇ۙでもڱまらずଳঢ়をしている。

૲ͱͯ͠ͷ৘ใࡶ˙
ɹεύルςΟφଐがൟໜすることでଯ積作用がڧまり，水࿏
や࣪地は水が流れなくなり，草地化してしまうこともある。
現に，現地では，४ઈ໓ةዧ種のϋマαδ，シόφ，΢ラΪ
クが生ҭするԘ性࣪地をຊ種がຒめਚくし，رগ種の生ҭを
ஶしく્害している。米ࠃでは，植物以֎にも，ઈ໓ةዧ種
であるΦニクイφをؚΉׁ࣪ׯ地をར用する౉りௗたͪにも
。れがあるとされているڪす΅ٴをڹなӨࠁਂ
ɹΦーεトラϦアや米ࠃ੢෦で大きな問୊となり，ઌに特定
֎来生物に指定されていた S partina ang licaɹʢ೔ຊࠃ಺では
ະ確認ʣは，ຊ種とイΪϦεݪ産の S . maritima がަ雑しഒ
数進化して生まれたものとされている。
ɹຊ種は，ؿ水から׬全なւ水までの෯޿いԘ分৚݅Լに適
応Մ能だが，׬全な୶水の場ॴでの定ணは確認されていない。�
また，水のಈきが؇い場ॴを޷Ή傾向があり，ڧい೾をडけ
る࠭඿等での定ணも確認されていない。
ɹѪ知ݝでは，3݄頃からౙӽしをऴえた新ժがಈき出し，

5݄になるとٸ଎に৳長し始め，�݄຤までに 2̼を௒える。
�݄後൒から開Ֆが始まり，࣮った種ࢠがॱ࣍མԼする。11
݄後൒になると開Ֆした᜖はރれるが，開Ֆしなかった᜖は
そのままౙӽしする。

˙๷আʹؔ࿈͢Δ৘ใ
ɹѪ知ݝでは，種ࢠによる拡散を防ぐ目తで毎年ळにמり取
りが行われてきたが，年 1ճのמり取りのみでは，発生面
積の増Ճを཈えることができないことがわかっている。
ɹ۷り取りはώΨλアシの防除に有効だが，土がॊらかいׯ
ׁでは，土中ਂくまで地Լܪが৳ͼているため，これらの地
Լܪを全て۷り取るには多大な࿑力を要する。また，防除作
生がՄ能であるた࠶の੾れ୺からもܪやܪ時に生じた地Լۀ
め，それらがைに流されて拡散することにより，཭れた場ॴ
へと生ҭൣғを拡͛てしまう͓それもある。ͪなみに，۷り
取って཮地にҾき༲͛たώΨλアシは，一時తに࠶生するこ
ともあるが，やがてはރれる。
ɹւ֎では，S partinaଐに対し，άϦϗαートなͲの除草剤
を用いた防除が行われている。

ݙจߟࢀ˙
環境লϗーϜϖーδɽ೔ຊの֎来種対ࡦɹ特定֎来生物の解説ɹεύルςΟφଐɹ
IUUQT���XXX.FOW.HP.KQ�OBUVSF�JOUSP�1PVUMJOF�MJTU�--TZP-10-1.IUNM
೔ຊεύルςΟφ防除ωοトϫークϗーϜϖーδɽɹIUUQ���KQOFU-QSFW-
TQBSUJOB.KJNEP.DPN�
۝भ地方環境事຿ॴϗーϜϖーδɽ֎来生物対ࡦ -εύルςΟφ・アル
ςルニϑϩラについて�特௃や予૝されるඃ害等�ɹIUUQ���LZVTIV.FOW.
HP.KQ�XJMEMJGF�NBU�N@2@13.IUNM
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連載・雑草のよもやま《第5回》

森田　弘彦

太平洋戦争終戦直前，
シンガポールで食用野生植物の図説冊子を作った
3人の植物学者（2 郡場寛先生と渡辺清彦先生）

公益財団法人
日本植物調節剤研究協会
技術顧問

�．「അိ໺ੜ食用植物圖説」

ຊࢠ࡭は，थ໦ɿ�，ᕲ໦ɿ5，ຮ草ɿ�，野草ɿ1�，ᖗ草ɿ
5，水草ɿ10種の合ܭ 50種の主に野ࡊの代用となる植物を
ਤ説したもので，ʮ৯用野生ಈ植物ʯとは，ฤूがʮতೆത
物ؗ・তೆ植物Ԃʯとٯに記されたのみで，1��3 年 11 ݄
のʮংʯの೔෇も 1��� 年݄̍のץ行も同時である。つまり，
この 行されたが，ʮ৯用植物ץ・は同時ฒ行తに४උࢠ࡭2
ᅷ説ʯはCPSOFS ઌ生がʮ思い出のতೆത物ؗʯでड़べたも
のとはผである。何より，ʮংʯは，Ժやかな前者と一సし
てԼ記のようにʮӳ・འʯの植ຽ地ࢧ഑をܹしくඇ難するจ
ষで，さらにʮংʯのマϨーޠ༁と೔ຊޠでのʮ現地ਓの指
導のࢀ考ʯの෇いた，ઓ時৭のڧい಺༰である。
ʮ・・この自વのܙをଖのုにڗけて生׆してΏくならばਓ々

は߃に๛に安Ժ޾෱であるべきഺである。વるにӳ，འਓが，

この地をྖ有して以ိ，൴等はଖのఱ地自વのܙを޼に
ʢママʣ
をං൴

等のར益のみにར用して，現ॅຽの安ೡ޾෱は更にސるとこΖ

がなかった。卽ͪӳ，འਓはଖのջすҝにはఱ地の大ಓ，自વ

の理に൓して，土地を農ۀຊိの目తたる生׆必ध物資ʢ米・

ᯑࠄ・野ࡊ等の৯ྐ，ଖのଞʣの生産に用;ることを全く無ࢹ

して，農ۀをۀا化することにより，঎品ʢޢᨸ，࠭౶，ᒀࢠ

༉等ʣの生産のみにར用したのである。・・ʯ

̍ϖーδに 2種を഑して，࿨໊，Պ໊，マϨー໊をカλ
カφで記した後，クαトέイι΢をྫにとると，以Լの解説
จがある。
ʮクαトέイα΢ɹʢトέイα΢ՊʣɹʢチϜンυ΢ンμン，ア

カーϜンチϜンʣ

野ݪ，࿏๣なͲに生ҭする草ຊで，ר඘でవ៴する。ᣜ長ೋ

ʵޒ米。葉はೋྻޓ生し，খ୑葉と長葉ฑがあり，৺ܗでࡾ྾

する。Ֆはᡫ生し，長ߎがある。ՖԼのᣅࡾຕはໟঢ়にࡉ྾す

る。ՖႵಶന৭。果መ長ٿঢ়。ɹए葉もժも⇷ࢎをؚΉから必

ずઌͮࣽて用ͻる。果መも同様である。ʯ

ਤはとてもਫ਼ີかつຊ֨తな植物ըで，解説จと合わせて

植物ֶのઐ໳Ոのखになったことがわかる。CPSOFS ઌ生ୡ
のʮ৯用野生ಈ植物ʯのฤू作ۀで野ࡊなͲの෦分がܽམし
ていることにؾ෇いたʮতೆത物ؗ・植物Ԃʯの関係者が，
この෦分のิॆを目తにฤूしたものと思う。
とこΖで，ʮഅိ野生৯用植物ᅷ説ʯの 50 種に，新たに
�0種をՃえてथ໦ɿ1�，ᕲ໦ɿ1�，ຮ草ɿ�，野草ɿ�5，ᖗ草ɿ5，
水草ɿ10種の合ܭ 120 種のਤ説からなるʮೆ方ߥٹݍ植物ʯ
が，1��� 年 �݄にʮ࢘ूஂ܉ᬭ෦ʯというॴからץ行された。
このʮはしがきʯには以Լのようにある。
ʮ৯用植物の多くはိݹ栽培せられてډるがࠑ等以֎にঘ΄野

生の草໦で৯用になるものはᖒࢁある。ຢ栽培植物でも؍৆用

か৯用かなͲ用్の良くࣝผせられてډないものもあり，栽培

植物の৯用し得る෦分でもࣺてʍސみられ͵ものもあり，ຢ特

घな味やषがあるᗣにར用せられないが適ᙛにॴ理するとॆ分

ར用できるものもগなくなく，ۃ୺な場合として有ಟ੒分をؚ

Ή植物でもॴ理の࢓様に༝つては৯用となるものもある。߳味

やઉᨀりの良൱をผとすると৯物の必要੒分は結ہ୿ന࣭ࢷ๱

୸水化物無ػԘ類ٴͼビλϛン類にᓤணするのであり，ңのᡰ

へ入った後を考へると何んな料理でも大ࠩはない。୞ফ化の難

易が問୊として࢒るৎである。以Լ৯用植物の主なるものにब

いて説明して見やう。ʢ後ུʣʯ

ʮはしがきʯはۃめてԺやかで，上記にଓいて多くの有ಟ
植物のಟൈき方法を紹介して͓り，ʮ৯用植物ᅷ説ʯと同じ
ਓがॻいたとは思えないが，その຤ඌにʮࠑ等植物は大খ様々
であるがօ同大のᅷにॖখせられてډるのでᅷの๣に 5DN
のई度を෇けて大さのඪ४とした。ʯとあって，ʮᅷ説ʯから
の 50ຕの植物ਤをؚめてεέール，さらにֶ໊が෇されて
いるʢਤ -�ʣので，これは明らかにʮᅷ説ʯの増ิ൛である。
ච者のखݩにあるʮೆ方ߥٹݍ植物ʯはʢಠʣࠃ際農ྛ水
産ڀݚۀηンλーਤॻؗॴଂのίピーຊからのෳ製で，そこに
はʮ܊場׮ɹ࢘ूஂ܉ᬭ෦ʯや๺ւಓ大ֶのあるڭतからの
ଃఄに関するखॻきのจࣈが࢒っている。ʮೆ方ߥٹݍ植物ʯ
が܊場׮ઌ生のखになったとすれば，ݩになったʮഅိ野生
৯用植物ᅷ説ʯもতೆ植物Ԃ長の܊場ઌ生の作品であΖう。
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ʮഅိ৯༻໺ੜ২෺ᅷઆʯ

ਤ ��　��ʮഅိ৯༻໺ੜ২෺ᅷ
આʯ͔Βεέʔϧͱֶ
໊Λ෇ͯ͠ʮೆํٹݍ
ΘΕͨ২࢖ʹ২෺ʯߥ
෺ਤͷྫɼΧϛϘ΢Ω
	O cinum sanctum�-�


ʮೆํߥٹݍ২෺ʯ

ઌ生は，೔ຊを代表する植物生理生ଶֶ者で，౦๺׮場܊
ఇࠃ大ֶ農Պ大ֶをܦてژ౎ఇࠃ大ֶ理ֶ෦でڭฬをࣥり，
1��2 年に定年ୀ׭されてতೆ植物Ԃ長にෝ೚された。তೆ
植物Ԃに͓ける܊場ઌ生の࢓事ͿりなͲは CPSOFS ઌ生の
ʮ思い出のতೆ植物Ԃʯにৄしいが，ઌ生が植物ըを作られ
たか൱かは৮れられていない。
CPSOFS ઌ生の同྅で植物Ԃ長を຿め，ઓ後にはSJOHBQPSF
大ֶで植物ֶのڭतとなったRJDIBSE�&SJD�HPMUUVNത࢜は，
マラϠの植物に関するஶॻの中で使用した植物のઢըが，ঁ
性の植物ըՈと植物Ԃにۈ຿するըՈの作品である，として
いるʢ1MBOU�MJGF�JO�.A-A:A
�1�5�
�1��� 新൛ʣので，植
物Ԃにඪຊըをઐ໳とする৬һがいたのかもしれないが，ʮഅ
ိ野生৯用植物ᅷ説ʯのਤは܊場ઌ生のものと思う。

3．「南方圏有用植物圖説　第壹編藥用植物・
第貮編食用植物」

ʮೆ方ݍ有用植物ᅷ説ʯのʮୈᆶฤ᥂用植物ʯには，シμ
類をؚめて 5� Պ 1�5 種のਤ説とਤをলུした 1� 種，合ܭ
1�� 種が，またʮୈᩪฤ৯用植物ʯには 1ຕに 2種以上を
ऩめたਤをؚめて�00ຕのਤ説である。2࡭のԞ෇には，ʮฤ

ा੹೚者ɹ౉ᬑⅉ඙ʯと明記されている。ଠฏ༸ઓ૪の࠷ऴ
に۩ମతな୲当者໊が記された理༝はࢠ࡭行されたץ面でہ
ෆ明であるが，それぞれのʮॹ言ʯには܊場ઌ生が植物Ԃ長
として指導した，ことも明記されている。
ʲୈᆶฤ ʮr・・ຊฤはɹഅိ܉੓׭ɹ౻ଜ益ଂগকの໋により

তೆ植物Ԃ長ɹ཮࢘܉੓長׭ɹ理ላത࢜ɹ܊場׮ɹ指導のԼ

に，཮࢘܉੓׭ɹ理ላത࢜ɹ౉ᬑⅉ඙ɹ主としてଖのฤाを行

ͻたり，ऩΉるᅷはฤा者自らᙘけるものにして大෦分は生઱

のመ物をࡐ料とせり୞Ꮠ種ס૩ඪຊよりᙘけるものをࠞず・・ʯ

ʲୈᩪฤ ʮr・・ຊฤはতೆ植物Ԃ長཮࢘܉੓長׭理ላത࢜܊場

理ላത࢜౉ᬑⅉ඙ฤाを行ͻ，ऩめる׭੓࢘܉指導のԼに཮׮

ᅷはฤा者自らᙘけるものである，ୈ一ฤにऩめたものでຊॻ

に࠶出のᅷも多গある・・ʯ

ʮೆ方ݍの᥂用植物のखҾき・・ʯ，ʮೆ方ݍの৯用植物の
解説が主・・ʯとあって，ʮ৯用野生植物ᅷ説ʯのʮংʯの
ようなઓ時৭のڧい言葉はないが，物資のௐୡにۤ࿑したこ
とがॻかれている。̡ ୈᩪฤʳがখ型ຊになったのも印࡮用
。がෆ଍したためであΖうࢴ
౉ลઌ生の植物ਤの特௃は，ࣝผのための要఺をஸೡにඳ
いた఺にあり，前掲のクαトέイι΢や，ۙ年೔ຊのԹஆ地
以੢でാ雑草として問୊化したマルόπϢクαʢCommelina 

b eng halensis -.，ਤ -�ʣにもよく現れている。きれいなච記
ମでֶ໊を記入し，ਤのԼに؆୯な説明をՃえたࣜܗは，そ
のままʮਤ説ɹ೤ଳ植物ू੒ʯにҾきܧがれた。上記 2種

馬來食用野生植物圖説 南方圏ᩆⲨ植物 生態画像：䜲䞁䝗、䝝䜲䝕䝷
䝞䞊䝗にて（2015年10月）
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市にて（2015年7月）
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ΠϯυɺϋΠσϥόʔυʹͯʢ����
೥ ��݄ʣ

ਤ ��　��ʮೆํݍ༗༻২෺ᅷઆʯͱʮഅ
ိ৯༻໺ੜ২෺ᅷઆʯͰͷ
২෺ਤͷྫɻϚϧόπϢΫ
αʢCommelina b eng halensis 
-�ʣͷਤͱੜ২෺

ʮഅိ৯༻໺ੜ২෺ᅷઆʯ

ʮೆํݍ༗༻২෺ᅷઆʯ

����ʢͯʹࢢ࡚ٶɼݝ࡚ٶ�� ೥
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ʮഅိ৯༻໺ੜ২෺ᅷઆʯ

ਤ ��　��ʮഅိ৯༻໺ੜ২෺ᅷ
આʯ͔Βεέʔϧͱֶ
໊Λ෇ͯ͠ʮೆํٹݍ
ΘΕͨ২࢖ʹ২෺ʯߥ
෺ਤͷྫɼΧϛϘ΢Ω
	O cinum sanctum�-�


ʮೆํߥٹݍ২෺ʯ

ઌ生は，೔ຊを代表する植物生理生ଶֶ者で，౦๺׮場܊
ఇࠃ大ֶ農Պ大ֶをܦてژ౎ఇࠃ大ֶ理ֶ෦でڭฬをࣥり，
1��2 年に定年ୀ׭されてতೆ植物Ԃ長にෝ೚された。তೆ
植物Ԃに͓ける܊場ઌ生の࢓事ͿりなͲは CPSOFS ઌ生の
ʮ思い出のতೆ植物Ԃʯにৄしいが，ઌ生が植物ըを作られ
たか൱かは৮れられていない。
CPSOFS ઌ生の同྅で植物Ԃ長を຿め，ઓ後にはSJOHBQPSF
大ֶで植物ֶのڭतとなったRJDIBSE�&SJD�HPMUUVNത࢜は，
マラϠの植物に関するஶॻの中で使用した植物のઢըが，ঁ
性の植物ըՈと植物Ԃにۈ຿するըՈの作品である，として
いるʢ1MBOU�MJGF�JO�.A-A:A
�1�5�
�1��� 新൛ʣので，植
物Ԃにඪຊըをઐ໳とする৬һがいたのかもしれないが，ʮഅ
ိ野生৯用植物ᅷ説ʯのਤは܊場ઌ生のものと思う。

3．「南方圏有用植物圖説　第壹編藥用植物・
第貮編食用植物」

ʮೆ方ݍ有用植物ᅷ説ʯのʮୈᆶฤ᥂用植物ʯには，シμ
類をؚめて 5� Պ 1�5 種のਤ説とਤをলུした 1� 種，合ܭ
1�� 種が，またʮୈᩪฤ৯用植物ʯには 1ຕに 2種以上を
ऩめたਤをؚめて�00ຕのਤ説である。2࡭のԞ෇には，ʮฤ

ा੹೚者ɹ౉ᬑⅉ඙ʯと明記されている。ଠฏ༸ઓ૪の࠷ऴ
に۩ମతな୲当者໊が記された理༝はࢠ࡭行されたץ面でہ
ෆ明であるが，それぞれのʮॹ言ʯには܊場ઌ生が植物Ԃ長
として指導した，ことも明記されている。
ʲୈᆶฤ ʮr・・ຊฤはɹഅိ܉੓׭ɹ౻ଜ益ଂগকの໋により

তೆ植物Ԃ長ɹ཮࢘܉੓長׭ɹ理ላത࢜ɹ܊場׮ɹ指導のԼ

に，཮࢘܉੓׭ɹ理ላത࢜ɹ౉ᬑⅉ඙ɹ主としてଖのฤाを行

ͻたり，ऩΉるᅷはฤा者自らᙘけるものにして大෦分は生઱

のመ物をࡐ料とせり୞Ꮠ種ס૩ඪຊよりᙘけるものをࠞず・・ʯ

ʲୈᩪฤ ʮr・・ຊฤはতೆ植物Ԃ長཮࢘܉੓長׭理ላത࢜܊場

理ላത࢜౉ᬑⅉ඙ฤाを行ͻ，ऩめる׭੓࢘܉指導のԼに཮׮

ᅷはฤा者自らᙘけるものである，ୈ一ฤにऩめたものでຊॻ

に࠶出のᅷも多গある・・ʯ

ʮೆ方ݍの᥂用植物のखҾき・・ʯ，ʮೆ方ݍの৯用植物の
解説が主・・ʯとあって，ʮ৯用野生植物ᅷ説ʯのʮংʯの
ようなઓ時৭のڧい言葉はないが，物資のௐୡにۤ࿑したこ
とがॻかれている。̡ ୈᩪฤʳがখ型ຊになったのも印࡮用
。がෆ଍したためであΖうࢴ
౉ลઌ生の植物ਤの特௃は，ࣝผのための要఺をஸೡにඳ
いた఺にあり，前掲のクαトέイι΢や，ۙ年೔ຊのԹஆ地
以੢でാ雑草として問୊化したマルόπϢクαʢCommelina 

b eng halensis -.，ਤ -�ʣにもよく現れている。きれいなච記
ମでֶ໊を記入し，ਤのԼに؆୯な説明をՃえたࣜܗは，そ
のままʮਤ説ɹ೤ଳ植物ू੒ʯにҾきܧがれた。上記 2種

馬來食用野生植物圖説 南方圏ᩆⲨ植物 生態画像：䜲䞁䝗、䝝䜲䝕䝷
䝞䞊䝗にて（2015年10月）
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࿈ࡌɾࡶ草のΑ΋΍·　ୈ5ճ　1�

の解説จも΄とんͲ同じである。
ʲୈᩪฤʳ

マルόπϢクαɿᯑ草，Ֆίόルト，全草৯用，飼料

クαトέイι΢ɿຮ草，ՖႵന，Ֆ൫ಥࢵى，果はイΨঢ়᣿

にแまれᒵख़し৯用，葉はࣽ৯，ඒ味，⇷ࢎをؚΉނ必ずΏで

て৯すべし，ຮはٸに৳るނඃ෴植物として地面を෴;に適す

ʲ೤ଳ植物ू੒ʳ

マルόπϢクαɿ雑草，Ֆίόルト৭，Ֆหখɽ

クαトέイι΢ɿຮ草，Ֆหനɽ෭Ֆףはࢵ，果はイΨঢ়᣿

にแまれᒵ৭にख़し৯用ɽ葉はࣽ৯，੨ࢎをؚΉからΏで出し

て৯すɽまたカόークϩοϓ

ϑ΢チϣ΢ι΢Պの C. rutidospermaは，೤ଳアϑϦカݪ
産で౦ೆアδアをはじめとする೤ଳの農地や֗ࢢ地に見られ
る雑草である。̡ ୈᩩฤʳの 1�� ϖーδには，この植物とよ
くࣅたਤがʮϜラαΩώメϑ΢チϣ΢ʢC. chelidoniiʣʯの໊
で掲載され，ʮਤ説ɹ೤ଳ植物ू੒ʯにもऩ録された。ච者
は，1��5 年にεϦランカでεέοチした植物をʮਤ説ɹ೤
ଳ植物ू੒ʯによってʮϜラαΩώメϑ΢チϣ΢ʯと考えた。
C. rutidospermaは 3出ෳ葉，C. chelidoniiは 3ʙ �出ෳ葉と
なることでࣝผされるが，೔ຊでは後者の植物についての情
報がෆ଍していたこともあって，ච者のように౉ลઌ生のਤ

にཔってޡ解するΉきも多々あった。ۙ年，೔ຊにؼ化した
C. rutidospermaを，大ࡕ෎の植ଜमೋࢯが正確に同定してア
ϑϦカϑ΢チϣ΢ι΢の࿨໊を෇けたので，上記のࠞཚが解
ফされた。C. cheldoniiの方はλイ農ہۀの雑草Պֶ者，S.�
;VOHTPOUJQPSO ത࢜からλイの稲מり後の水田に発生した，
として問い合わせのあったը૾の植物であったʢਤ -�ʣ。
こうしたྫ֎はあるものの，ଠฏ༸ઓ૪のऴઓ直前にݪ型を作っ
た，౉ลઌ生・CPSOFSઌ生のʮਤ説ɹ೤ଳ植物ू੒ʯは現在で
も౦ೆアδアの೤ଳʢਤ -�ʣを中৺とする植物のڭՊॻである。
CPSOFS ઌ生，܊場ઌ生，౉ลઌ生はそれぞれಠ自に植物
ըを஝積されたようである。ઓ時Լでの৯料確อのखҾきॻと
して作੒されたࢠ࡭ではあるが，それらは植物ֶతなௐࠪ・ݚ
ಈにཪଧͪされた੒果であった。ଠฏ༸ઓ૪のऴ結から׆ڀ
�1年をܦたが，ඇৗにࠔ難なঢ়گのԼで現代の೤ଳでの植物
や雑草の׆ڀݚಈにも有益な情報を஝積し，࢒してԼさった
植物ֶ者のઌ生方にվめて感ँしたい。自分がその৚݅Լに
ஔかれたら，果たしてこのようにできたであΖうか，と思う。
ʢࣛࣇౡ大ֶ農ֶ෦ࡔ上५一ڭतには，同大ֶਤॻؗଂの

ʮೆ方ݍ有用植物ᅷ説ɹୈᆶฤ᥂用植物ʯの一෦をෳࣸして
いただいた。ްく͓ྱをਃし上͛ます。ʣ

図-­‐3	


図-­‐3	


図-­‐3	


ϜϥαΩώϝϑ΢νϣ΢ɼ
Cleome chelidoniiͷਤઆʢೆํ
༺༗༻২෺ᅷઆ　ୈᩪฤ৯ݍ
২෺ɼQ����ʣ

ਤ ��　��ʮೆํݍ༗༻২෺ᅷઆ　ୈᩪฤʯͰͷ Cleome chelidoniiʢϜϥα
Ωώϝϑ΢νϣ΢ʣ͸ C. rutidospermaʢΞϑϦΧϑ΢νϣ΢ι΢ʣ

ᶃΦϥϯμ޿৔ͷΩϦετڭձʢϚϨʔγΞɾϚϥοΧɺ����೥ʣ

ᶄΫΞϥϧϯϓʔϧཱࠃಈ෺ԂʢϚϨʔγΞɾΫΞϥϧϯϓʔϧɼ���� ೥ʣ
ਤ ��　����ʙ ��೥୅ͷϚϨʔγΞͷ෩ܠ

චऀ͕εϦϥϯΧ
ͰʮϜϥαΩώϝ
ϑ΢νϣ΢ʯͱߟ
͑ͨ২෺

ΞϑϦΧ࢈ݪͰ
೤ଳʹ෼෍͢Δ
C.rutidospermaʢΞ
ϑϦΧϑ΢νϣ΢
ι΢ʣ

C. chelidoniiɼλΠத
ԝ෦ʢλΠ೶ہۀɼ
%S�4�;FOHVTPO
UJQPSO ఏڙʣ
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ϛズアΦイՊϛズアΦイଐの一年生のՆ生ந水ʙ࣪生

植物。ܪはࠜ生し，খさいものでは 10DNくらいから，

大きくなると地上をഝいながら立ͪ上がり 30DN ʙ

�0DNにもなる。葉のܗは変化に෋み，ઢܗから，౗൸

਑ܗ，ཛܗ，৺ܗと，੒長に伴いܗも大きさも変化する。

૯ঢ়Ֆংが葉ৌから৳ͼるՖܪにつき，Ֆ৭は੨ࢵ৭で，

Ֆが葉の高さを௒えることはない。

ֶ໊を�M onochoria v ag ina�WBS.�plantag ineaという。M onochoria�

はʮ一つが཭れたʯと言う意味。何が一つ཭れているのか。

なかなかখさなՖで，また，葉のԼで࡙くことから࡯؍

するのは難しいが，࡙いた時に༤ࣵを࡯؍してཉしい。

༤ࣵ �ຊの಺ 1ຊだけ大型でՖࢳにか͗ঢ়のಥىがあ

り，ᤉの৭もࢵ৭である。࢒りの 5ຊはখさくಥىも

なくᤉの৭もԫ৭。開Ֆした時には，この大型の༤ࣵが，

ಥىでࣵࣁを確อしながらப಄へՖคをडคさせる。ࢠ

ଙを࢒すためこの M onochoria ଐの༤ࣵに進化したみ͝

となडਫ਼様ࣜである。

೔ຊには稲作とともに౉来したと言われ，ສ葉ਓの目

にもཹまっていたようである。ສ葉ूにʰࢠ水ೢʱとし

てӵまれた૬ฉՎが 3ट。খさなࢠ水ೢ，あるいはࢠ

水ೢのՖを൴ঁにたとえて，ѪのਂまりをӵΉ。

य़բɹय़೔のཬのɹ植ࢠ水ೢɹබなりといͻしɹࢬは

さしにけΉɹʢ大伴ॣՏຑ࿊ɿר 3ʣ

ɹ��य़բがたつय़೔のཬに植えたࢠ水ೢは，බだとばか

り言っていたけれͲ，もうࢬは৳ͼて大きくなった

のでしΐうねʢ࠺にܴえたいのですʣ

上ໟ野ɹҏ߳อのপにɹ植Κࢠ水ೢɹかく࿀ͻΉとやɹ

種求めけΉɹʢר 1�ʣ

ɹ��上野のҏ߳อのপに植えたࢠ水ೢのようなあの່

よ，ࢲはこんなに࿀にۤしΉために種を植えたので

はないのに。

බ代のɹࢠ水ೢがՖをɹҥに੆りɹなるるまにまにɹ

何ʢあͥʣかѪ 	 かな 
 しけɹʢר 1�ʣ

ɹ��බ代田でҭてているখ水ೢのՖをҥにこすり෇けた

ら，ண׳れるにつれてʢঁوのことがѪ͓しくなる

ようにʣѪしくなってくるのです。

ʰ植えࢠ水ೢʱと言う͝とく，ສ葉の頃には栽培して

৯用にしていたようである。しかし৯用としての評価は

高くはなく，ສ葉ूにこんなՎもある。

েਣにɹඹ᎘き合ててɹୄئ;ɹ我にな見えそɹ水ೢ

のᠪɹʢר 1�ʣ

ɹ��েਣʢͻし͓すʣにノビルをつきこんだ࿨え物とୄ

を৯べたい思っているࢲに，見せつけないでཉしい，

水ೢʢな ɿ͗ϛズアΦイのことʣのٵい物なんかを。

ສ葉ਓはࢠ水ೢにѪのҭみをみたが，現代の我々には

໽介ものの害草となっている。除草剤を߇えた水田では

稲גの間をຒめਚくすまでൟໜしてくる。࠾って৯べる

にもʰᠪʱにはෆ向きのようだ。ॵい࠷中の農作ۀ，せ

めて，ສ葉ਓのѪのҭみや M onochoria のҦわれに思い

を஘せてྋをとりたいものである。

ʢ公財ʣ日本植物調節剤研究協会
ฌݧࢼݿ஍　ਢ౻　݈ҰࢠਫೢɾখೢࡊɾೢࡊࢠʢίφΪʣ
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平成 27 年度水稲作関係除草剤試験成績中央検討会は，平

成 27 年 12 月 10 日，11 日の 2 日間，浅草ビューホテルに

おいて，適 1 試験成績検討会はこれに先立ち平成 27 年 10

月 20 日に同浅草ビューホテルにて開催された。ここに，こ

れら検討会における判定結果を報告する。

1) 第一次適用性試験 ( 適 1) は，北海道地域 ( 植調北海

道試験地 )，東北地域 (植調古川試験地 )，北陸地域 (植調

新潟試験地 )，関東・東海地域 (植調研究所 )，近畿・中国・

四国地域 (植調岡山試験地 )，九州地域 (植調福岡試験地 )

の全国 6 地域および砂壌土条件 ( 植調研究所千葉支所 ) に

おいて，28 薬剤 ( 総点数 174 点 ) が試験実施された。その

判定結果は，第 2表のとおりである。

2） 第二次適用性試験 (適 2) は，のべ 514 薬剤 (総点数

1,954 点 ) であり，その内訳を第 1 表にまとめた。これら

適 2の判定結果は第 3表のとおりである。

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部
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第 1 表 平成 27 年度適 2 試験実施点数 

A-1S 移植栽培(問題雑草一発処理) 15 剤 237 点 ※A-4 特殊雑草対象 内訳 

    問題雑草のみ対象とした試験 (237 点中 66 点) アゼガヤ 2 剤 2 点

A-1 移植栽培(一発処理) 83 剤 572 点 エゾノサヤヌカグサ 20 剤 20 点

A-2 移植栽培(体系処理:初期) 11 剤 81 点 オモダカ 70 剤 166 点

A-3 移植栽培(体系処理:中後期) 30 剤 249 点 キシュウスズメノヒエ 1 剤 2 点

A-4 移植栽培(特殊雑草対象)※ のべ 283 剤 501 点 クサネム 1 剤 1 点

Ｂ-1 直播栽培(移植 A-1 剤) 73 剤 253 点 クログワイ 63 剤 127 点

Ｂ-2 直播栽培(移植 A-2 剤) 1 剤 8 点 コウキヤガラ 55 剤 105 点

Ｂ-3 直播栽培(移植 A-3 剤) 7 剤 19 点 シズイ 44 剤 51 点

B-4 直播栽培(その他) 2 剤 8 点 ミズアオイ 18 剤 18 点

C  畦畔 5 剤 16 点 SU 抵抗性ホタルイ 2 剤 2 点

Ｄ  耕起前 1 剤 2 点 雑草イネ         7 剤 7 点

Ｅ  休耕田 3 剤 8 点   
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ϛズアΦイՊϛズアΦイଐの一年生のՆ生ந水ʙ࣪生

植物。ܪはࠜ生し，খさいものでは 10DNくらいから，

大きくなると地上をഝいながら立ͪ上がり 30DN ʙ

�0DNにもなる。葉のܗは変化に෋み，ઢܗから，౗൸

਑ܗ，ཛܗ，৺ܗと，੒長に伴いܗも大きさも変化する。

૯ঢ়Ֆংが葉ৌから৳ͼるՖܪにつき，Ֆ৭は੨ࢵ৭で，

Ֆが葉の高さを௒えることはない。

ֶ໊を�M onochoria v ag ina�WBS.�plantag ineaという。M onochoria�

はʮ一つが཭れたʯと言う意味。何が一つ཭れているのか。

なかなかখさなՖで，また，葉のԼで࡙くことから࡯؍

するのは難しいが，࡙いた時に༤ࣵを࡯؍してཉしい。

༤ࣵ �ຊの಺ 1ຊだけ大型でՖࢳにか͗ঢ়のಥىがあ

り，ᤉの৭もࢵ৭である。࢒りの 5ຊはখさくಥىも

なくᤉの৭もԫ৭。開Ֆした時には，この大型の༤ࣵが，

ಥىでࣵࣁを確อしながらப಄へՖคをडคさせる。ࢠ

ଙを࢒すためこの M onochoria ଐの༤ࣵに進化したみ͝

となडਫ਼様ࣜである。

೔ຊには稲作とともに౉来したと言われ，ສ葉ਓの目

にもཹまっていたようである。ສ葉ूにʰࢠ水ೢʱとし

てӵまれた૬ฉՎが 3ट。খさなࢠ水ೢ，あるいはࢠ

水ೢのՖを൴ঁにたとえて，ѪのਂまりをӵΉ。

य़բɹय़೔のཬのɹ植ࢠ水ೢɹබなりといͻしɹࢬは

さしにけΉɹʢ大伴ॣՏຑ࿊ɿר 3ʣ

ɹ��य़բがたつय़೔のཬに植えたࢠ水ೢは，බだとばか

り言っていたけれͲ，もうࢬは৳ͼて大きくなった

のでしΐうねʢ࠺にܴえたいのですʣ

上ໟ野ɹҏ߳อのপにɹ植Κࢠ水ೢɹかく࿀ͻΉとやɹ

種求めけΉɹʢר 1�ʣ

ɹ��上野のҏ߳อのপに植えたࢠ水ೢのようなあの່

よ，ࢲはこんなに࿀にۤしΉために種を植えたので

はないのに。

බ代のɹࢠ水ೢがՖをɹҥに੆りɹなるるまにまにɹ

何ʢあͥʣかѪ 	 かな 
 しけɹʢר 1�ʣ

ɹ��බ代田でҭてているখ水ೢのՖをҥにこすり෇けた

ら，ண׳れるにつれてʢঁوのことがѪ͓しくなる

ようにʣѪしくなってくるのです。

ʰ植えࢠ水ೢʱと言う͝とく，ສ葉の頃には栽培して

৯用にしていたようである。しかし৯用としての評価は

高くはなく，ສ葉ूにこんなՎもある。

েਣにɹඹ᎘き合ててɹୄئ;ɹ我にな見えそɹ水ೢ

のᠪɹʢר 1�ʣ

ɹ��েਣʢͻし͓すʣにノビルをつきこんだ࿨え物とୄ

を৯べたい思っているࢲに，見せつけないでཉしい，

水ೢʢな ɿ͗ϛズアΦイのことʣのٵい物なんかを。

ສ葉ਓはࢠ水ೢにѪのҭみをみたが，現代の我々には

໽介ものの害草となっている。除草剤を߇えた水田では

稲גの間をຒめਚくすまでൟໜしてくる。࠾って৯べる

にもʰᠪʱにはෆ向きのようだ。ॵい࠷中の農作ۀ，せ

めて，ສ葉ਓのѪのҭみや M onochoria のҦわれに思い

を஘せてྋをとりたいものである。

ʢ公財ʣ日本植物調節剤研究協会
ฌݧࢼݿ஍　ਢ౻　݈ҰࢠਫೢɾখೢࡊɾೢࡊࢠʢίφΪʣ
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໭
ᾏ
㐨

ྂ
ᕝ

᪂
₲

植
ㄪ
◊

ᒸ
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⚟
ᒸ

༓
ⴥ
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実施ሙᡤู⥲ྜホ౯

1R�
薬剤ྡ・剤ᆺ
㹙ጤク会♫㹛

᭷ຠ成ศཬびྵ᭷⋡
中䚷ኸ䚷ุ䚷ᐃ

䠷௒後の᳨ウㄢ題䠹

15
㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓 ⢏

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉
䝢䝸ミスル䝣䜯䞁:3㻚0㻑 䕕 䖂 䕿 䕕 䕕 䕕 䕿

䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

16

㻷U㻴-151 䝆䝱䞁䝪
(ව 0㻚25㼗㼓⢏)

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:8㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:3㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:12㻚0㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕕
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

17
㻷U㻴-151-1㼗㼓 ⢏

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:0㻚75㻑
᪤▱໬ྜ≀C:3㻚0㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

18
㻷㼅㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇༠཭アグ䝸㼉

䝢ラクロ䝙ル:1㻚2㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:2㻚0㻑
䝨ノキススラム:0㻚3㻑

䕧 䕿 䕕 䕕 䕿 䕕 䕧
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

19
㻺C-645-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

䝢ラゾスル䝣ロ䞁エ䝏ル:0㻚3㻑
䝤タクロ䞊ル:10㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:2㻚0㻑

䕕 䖂 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

20
㻺C-646-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚75㻑
᪤▱໬ྜ≀B:7㻚5㻑

䕕 䕿 䕿 䕕 䕿 䕧 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

21
㻺C-647 䝣ロア䝤ル

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀C:1㻚8㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:2㻚4㻑

䕧 䕿 䕧 䕿 䕕 䕕 䕿
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

22
㻺㻴-1101 䝆䝱䞁䝪

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

䝨ノキススラム:1㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:4㻚0㻑

䕧 䖂 䕕 䕕 䕕 䕿 䕕
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

23
㻺㻴-1530 䝣ロア䝤ル

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:5㻚0㻑
イ䝬ゾスル䝣ロ䞁:1㻚8㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:4㻚0㻑

䕕 䖂 䕕 䖂 䖂 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

24
㻺㻴-1530-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:2㻚5㻑
イ䝬ゾスル䝣ロ䞁:0㻚9㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:2㻚0㻑

䕕 䖂 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

25
㻺㻴-1531-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:0㻚3㻑
䝢ラクロ䝙ル:1㻚5㻑

䕿 䕕 䕕 䖂 䕿 䕕 䕿
䕿
体系処理䠄初期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

26
SB-611-1㼗㼓 ⢏

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:1㻚35㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:4㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:2㻚4㻑

䕧 䕕 䕧 䕕 䕕 䕕 䕕
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

27
SB-612-1㼗㼓 ⢏

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚6㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:0㻚3㻑

䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕕 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

28
SB-613 䝣ロア䝤ル

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:1㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:4㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:6㻚0㻑 (㼣㻛㼢)

䕕 䕿 䕕 䕕 䕕 䕕 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

3
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㐨
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植
ㄪ
◊

ᒸ
ᒣ
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༓
ⴥ

(
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1
BA㻴-1416-1㼗㼓 ⢏

㼇BAS㻲䝆䝱䝟䞁㼉
᪤▱໬ྜ≀A:0㻚6㻑 䕧 䕕 䕧 䕕 䕕

䕕
ΰྜẕ剤とし䛶
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

2
BA㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇BAS㻲䝆䝱䝟䞁㼉
᪤▱໬ྜ≀B:33㻚0㻑 䕿 䕿 䕕 䕕 䕿 䕿 䕿

䕿
体系処理䠄中後期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

3
BC㻴-151-1㼗㼓 ⢏

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀B:3㻑
᪤▱໬ྜ≀C:3㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

4
BC㻴-152 䝣ロア䝤ル

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚97㻑
᪤▱໬ྜ≀B:5㻚8㻑
᪤▱໬ྜ≀C:5㻚8㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

5
BC㻴-154-1㼗㼓 ⢏

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:3㻑
䝣䜵䞁䝖ラ䝄ミ䝗:3㻑
クロメ䝥ロ䝑䝥:4㻚5㻑

䕧 䕿 䕧 䕕 䕿 䕿 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

6
BC㻴-155 䝣ロア䝤ル

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:6㻑
䝣䜵䞁䝖ラ䝄ミ䝗:6㻑
クロメ䝥ロ䝑䝥:9㻑

䕕 䕿 䕧 䕕 䖂 䕿 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

7
㻰A㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇ダウ䡡䜿ミカル᪥ᮏ㼉

㻰A㻴-500:0㻚4㻑
᪤▱໬ྜ≀A:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻑

䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
体系処理䠄中後期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

8
㻰A㻴-1502 㻱C

㼇ダウ䡡䜿ミカル᪥ᮏ㼉
㻰A㻴-500:2㻚7㻑 (㼣㻛㼣) 䕕 䕿 䕧 䕧 䕕 䕧 䕕

䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷草✀とຠᯝの☜ㄆ䠹

9
㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓 ⢏

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:2㻚5㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:3㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝣䜵䝘䝑䝥:8㻚0㻑

䕿 䖂 䕕 䖂 䕿 䕿 䖂
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

10
㻴㻻㻷-1501 䝣ロア䝤ル

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:1㻚2㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:6㻚0㻑
䝤ロモ䝤䝏䝗:18㻚0㻑

䕿 䕧 䕕 䖂 䕿 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

11
㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:0㻚8㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:3㻚0㻑
䝤ロモ䝤䝏䝗:9㻚0㻑

䕿 䕧 䕕 䕕 䕕 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

12
㻴S㼃-1501 䝣ロア䝤ル

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀A:6㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:1㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:12㻚0㻑 (㼣㻛㼢)

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

13
㻴S㼃-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀A:3㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀C:6㻚0㻑

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

14
㻴S㼃-1502 䝣ロア䝤ル

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀㼄:8㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㼅:34㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㼆:1㻚8㻑 (㼣㻛㼢)

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

実施ሙᡤู⥲ྜホ౯

1R�
薬剤ྡ・剤ᆺ
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᭷ຠ成ศཬびྵ᭷⋡
中䚷ኸ䚷ุ䚷ᐃ

䠷௒後の᳨ウㄢ題䠹
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䚷䚷ὀ䠅⥲ྜホ౯ḍ䚸中ኸุᐃḍのグྕ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䖂䠖ᴟ䜑䛶᭷ᮃ䚸䕿䠖᭷ᮃ䚸䕕䠖ྍ⬟性᭷䜚䚸䕧䠖෌᳨ウ䚸㽢䠖ぢ㎸み䛺し䚷䜢表䛩䚹

໭
ᾏ
㐨

ྂ
ᕝ

᪂
₲

植
ㄪ
◊

ᒸ
ᒣ

⚟
ᒸ

༓
ⴥ

(

◁

)

実施ሙᡤู⥲ྜホ౯

1R�
薬剤ྡ・剤ᆺ
㹙ጤク会♫㹛

᭷ຠ成ศཬびྵ᭷⋡
中䚷ኸ䚷ุ䚷ᐃ

䠷௒後の᳨ウㄢ題䠹

15
㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓 ⢏

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉
䝢䝸ミスル䝣䜯䞁:3㻚0㻑 䕕 䖂 䕿 䕕 䕕 䕕 䕿

䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

16

㻷U㻴-151 䝆䝱䞁䝪
(ව 0㻚25㼗㼓⢏)

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:8㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:3㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:12㻚0㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕕
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

17
㻷U㻴-151-1㼗㼓 ⢏

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:0㻚75㻑
᪤▱໬ྜ≀C:3㻚0㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

18
㻷㼅㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇༠཭アグ䝸㼉

䝢ラクロ䝙ル:1㻚2㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:2㻚0㻑
䝨ノキススラム:0㻚3㻑

䕧 䕿 䕕 䕕 䕿 䕕 䕧
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

19
㻺C-645-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

䝢ラゾスル䝣ロ䞁エ䝏ル:0㻚3㻑
䝤タクロ䞊ル:10㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:2㻚0㻑

䕕 䖂 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

20
㻺C-646-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚75㻑
᪤▱໬ྜ≀B:7㻚5㻑

䕕 䕿 䕿 䕕 䕿 䕧 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

21
㻺C-647 䝣ロア䝤ル

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀C:1㻚8㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:2㻚4㻑

䕧 䕿 䕧 䕿 䕕 䕕 䕿
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

22
㻺㻴-1101 䝆䝱䞁䝪

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

䝨ノキススラム:1㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:4㻚0㻑

䕧 䖂 䕕 䕕 䕕 䕿 䕕
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

23
㻺㻴-1530 䝣ロア䝤ル

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:5㻚0㻑
イ䝬ゾスル䝣ロ䞁:1㻚8㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:4㻚0㻑

䕕 䖂 䕕 䖂 䖂 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

24
㻺㻴-1530-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:2㻚5㻑
イ䝬ゾスル䝣ロ䞁:0㻚9㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:2㻚0㻑

䕕 䖂 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

25
㻺㻴-1531-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:0㻚3㻑
䝢ラクロ䝙ル:1㻚5㻑

䕿 䕕 䕕 䖂 䕿 䕕 䕿
䕿
体系処理䠄初期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

26
SB-611-1㼗㼓 ⢏

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:1㻚35㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:4㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:2㻚4㻑

䕧 䕕 䕧 䕕 䕕 䕕 䕕
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

27
SB-612-1㼗㼓 ⢏

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚6㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:0㻚3㻑

䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕕 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

28
SB-613 䝣ロア䝤ル

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:1㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:4㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:6㻚0㻑 (㼣㻛㼢)

䕕 䕿 䕕 䕕 䕕 䕕 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

3
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໭
ᾏ
㐨

ྂ
ᕝ

᪂
₲

植
ㄪ
◊

ᒸ
ᒣ

⚟
ᒸ

༓
ⴥ

(

◁
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1
BA㻴-1416-1㼗㼓 ⢏

㼇BAS㻲䝆䝱䝟䞁㼉
᪤▱໬ྜ≀A:0㻚6㻑 䕧 䕕 䕧 䕕 䕕

䕕
ΰྜẕ剤とし䛶
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

2
BA㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇BAS㻲䝆䝱䝟䞁㼉
᪤▱໬ྜ≀B:33㻚0㻑 䕿 䕿 䕕 䕕 䕿 䕿 䕿

䕿
体系処理䠄中後期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

3
BC㻴-151-1㼗㼓 ⢏

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀B:3㻑
᪤▱໬ྜ≀C:3㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

4
BC㻴-152 䝣ロア䝤ル

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚97㻑
᪤▱໬ྜ≀B:5㻚8㻑
᪤▱໬ྜ≀C:5㻚8㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

5
BC㻴-154-1㼗㼓 ⢏

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:3㻑
䝣䜵䞁䝖ラ䝄ミ䝗:3㻑
クロメ䝥ロ䝑䝥:4㻚5㻑

䕧 䕿 䕧 䕕 䕿 䕿 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

6
BC㻴-155 䝣ロア䝤ル

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:6㻑
䝣䜵䞁䝖ラ䝄ミ䝗:6㻑
クロメ䝥ロ䝑䝥:9㻑

䕕 䕿 䕧 䕕 䖂 䕿 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

7
㻰A㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇ダウ䡡䜿ミカル᪥ᮏ㼉

㻰A㻴-500:0㻚4㻑
᪤▱໬ྜ≀A:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻑

䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
体系処理䠄中後期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

8
㻰A㻴-1502 㻱C

㼇ダウ䡡䜿ミカル᪥ᮏ㼉
㻰A㻴-500:2㻚7㻑 (㼣㻛㼣) 䕕 䕿 䕧 䕧 䕕 䕧 䕕

䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷草✀とຠᯝの☜ㄆ䠹

9
㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓 ⢏

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:2㻚5㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:3㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝣䜵䝘䝑䝥:8㻚0㻑

䕿 䖂 䕕 䖂 䕿 䕿 䖂
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

10
㻴㻻㻷-1501 䝣ロア䝤ル

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:1㻚2㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:6㻚0㻑
䝤ロモ䝤䝏䝗:18㻚0㻑

䕿 䕧 䕕 䖂 䕿 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

11
㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:0㻚8㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:3㻚0㻑
䝤ロモ䝤䝏䝗:9㻚0㻑

䕿 䕧 䕕 䕕 䕕 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

12
㻴S㼃-1501 䝣ロア䝤ル

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀A:6㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:1㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:12㻚0㻑 (㼣㻛㼢)

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

13
㻴S㼃-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀A:3㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀C:6㻚0㻑

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

14
㻴S㼃-1502 䝣ロア䝤ル

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀㼄:8㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㼅:34㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㼆:1㻚8㻑 (㼣㻛㼢)

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

実施ሙᡤู⥲ྜホ౯

1R�
薬剤ྡ・剤ᆺ
㹙ጤク会♫㹛

᭷ຠ成ศཬびྵ᭷⋡
中䚷ኸ䚷ุ䚷ᐃ

䠷௒後の᳨ウㄢ題䠹
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実施ሙᡤู⥲ྜホ౯

1R�
薬剤ྡ・剤ᆺ
㹙ጤク会♫㹛

᭷ຠ成ศཬびྵ᭷⋡
中䚷ኸ䚷ุ䚷ᐃ

䠷௒後の᳨ウㄢ題䠹

15
㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓 ⢏

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉
䝢䝸ミスル䝣䜯䞁:3㻚0㻑 䕕 䖂 䕿 䕕 䕕 䕕 䕿

䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

16

㻷U㻴-151 䝆䝱䞁䝪
(ව 0㻚25㼗㼓⢏)

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:8㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:3㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:12㻚0㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕕
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

17
㻷U㻴-151-1㼗㼓 ⢏

㼇クミアイ໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:0㻚75㻑
᪤▱໬ྜ≀C:3㻚0㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

18
㻷㼅㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇༠཭アグ䝸㼉

䝢ラクロ䝙ル:1㻚2㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:2㻚0㻑
䝨ノキススラム:0㻚3㻑

䕧 䕿 䕕 䕕 䕿 䕕 䕧
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

19
㻺C-645-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

䝢ラゾスル䝣ロ䞁エ䝏ル:0㻚3㻑
䝤タクロ䞊ル:10㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:2㻚0㻑

䕕 䖂 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

20
㻺C-646-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚75㻑
᪤▱໬ྜ≀B:7㻚5㻑

䕕 䕿 䕿 䕕 䕿 䕧 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

21
㻺C-647 䝣ロア䝤ル

㼇᪥⏘໬Ꮫᕤᴗ㼉

᪤▱໬ྜ≀C:1㻚8㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:2㻚4㻑

䕧 䕿 䕧 䕿 䕕 䕕 䕿
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

22
㻺㻴-1101 䝆䝱䞁䝪

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

䝨ノキススラム:1㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:4㻚0㻑

䕧 䖂 䕕 䕕 䕕 䕿 䕕
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

23
㻺㻴-1530 䝣ロア䝤ル

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:5㻚0㻑
イ䝬ゾスル䝣ロ䞁:1㻚8㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:4㻚0㻑

䕕 䖂 䕕 䖂 䖂 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

24
㻺㻴-1530-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:2㻚5㻑
イ䝬ゾスル䝣ロ䞁:0㻚9㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:2㻚0㻑

䕕 䖂 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

25
㻺㻴-1531-1㼗㼓 ⢏

㼇᪥ᮏ㎰⸆㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:0㻚3㻑
䝢ラクロ䝙ル:1㻚5㻑

䕿 䕕 䕕 䖂 䕿 䕕 䕿
䕿
体系処理䠄初期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

26
SB-611-1㼗㼓 ⢏

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:1㻚35㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:4㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:2㻚4㻑

䕧 䕕 䕧 䕕 䕕 䕕 䕕
䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

27
SB-612-1㼗㼓 ⢏

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚6㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:2㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㻰:0㻚3㻑

䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕕 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

28
SB-613 䝣ロア䝤ル

㼇エス䡡䝕䜱䞊䡡エス 䝞イオ䝔䝑ク㼉

᪤▱໬ྜ≀A:1㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:4㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:6㻚0㻑 (㼣㻛㼢)

䕕 䕿 䕕 䕕 䕕 䕕 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

3
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䚷䚷ὀ䠅⥲ྜホ౯ḍ䚸中ኸุᐃḍのグྕ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䖂䠖ᴟ䜑䛶᭷ᮃ䚸䕿䠖᭷ᮃ䚸䕕䠖ྍ⬟性᭷䜚䚸䕧䠖෌᳨ウ䚸㽢䠖ぢ㎸み䛺し䚷䜢表䛩䚹

໭
ᾏ
㐨

ྂ
ᕝ

᪂
₲

植
ㄪ
◊

ᒸ
ᒣ

⚟
ᒸ

༓
ⴥ

(

◁

)

1
BA㻴-1416-1㼗㼓 ⢏

㼇BAS㻲䝆䝱䝟䞁㼉
᪤▱໬ྜ≀A:0㻚6㻑 䕧 䕕 䕧 䕕 䕕

䕕
ΰྜẕ剤とし䛶
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

2
BA㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇BAS㻲䝆䝱䝟䞁㼉
᪤▱໬ྜ≀B:33㻚0㻑 䕿 䕿 䕕 䕕 䕿 䕿 䕿

䕿
体系処理䠄中後期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

3
BC㻴-151-1㼗㼓 ⢏

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀B:3㻑
᪤▱໬ྜ≀C:3㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

4
BC㻴-152 䝣ロア䝤ル

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

᪤▱໬ྜ≀A:0㻚97㻑
᪤▱໬ྜ≀B:5㻚8㻑
᪤▱໬ྜ≀C:5㻚8㻑

䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

5
BC㻴-154-1㼗㼓 ⢏

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:3㻑
䝣䜵䞁䝖ラ䝄ミ䝗:3㻑
クロメ䝥ロ䝑䝥:4㻚5㻑

䕧 䕿 䕧 䕕 䕿 䕿 䕿
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

6
BC㻴-155 䝣ロア䝤ル

㼇䝞イエルクロ䝑䝥サイエ䞁ス㼉

䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:6㻑
䝣䜵䞁䝖ラ䝄ミ䝗:6㻑
クロメ䝥ロ䝑䝥:9㻑

䕕 䕿 䕧 䕕 䖂 䕿 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

7
㻰A㻴-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇ダウ䡡䜿ミカル᪥ᮏ㼉

㻰A㻴-500:0㻚4㻑
᪤▱໬ྜ≀A:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀B:2㻑

䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
䕿
体系処理䠄中後期䠅
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

8
㻰A㻴-1502 㻱C

㼇ダウ䡡䜿ミカル᪥ᮏ㼉
㻰A㻴-500:2㻚7㻑 (㼣㻛㼣) 䕕 䕿 䕧 䕧 䕕 䕧 䕕

䕕
体系処理䠄中後期䠅
䠷草✀とຠᯝの☜ㄆ䠹

9
㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓 ⢏

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

イ䝥䝣䜵䞁カル䝞ゾ䞁:2㻚5㻑
䝧䞁ゾ䝡シクロ䞁:3㻚0㻑
䝧䞁ゾ䝣䜵䝘䝑䝥:8㻚0㻑

䕿 䖂 䕕 䖂 䕿 䕿 䖂
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

10
㻴㻻㻷-1501 䝣ロア䝤ル

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:1㻚2㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:6㻚0㻑
䝤ロモ䝤䝏䝗:18㻚0㻑

䕿 䕧 䕕 䖂 䕿 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

11
㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇໭⯆໬Ꮫᕤᴗ㼉

オキサ䝆クロメホ䞁:0㻚8㻑
䝔䝣䝸ル䝖䝸オ䞁:3㻚0㻑
䝤ロモ䝤䝏䝗:9㻚0㻑

䕿 䕧 䕕 䕕 䕕 䕧
䕕
一発処理
䠷ຠᯝ䚸⸆ᐖの☜ㄆ䠹

12
㻴S㼃-1501 䝣ロア䝤ル

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀A:6㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:1㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀C:12㻚0㻑 (㼣㻛㼢)

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

13
㻴S㼃-1501-1㼗㼓 ⢏

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀A:3㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀B:0㻚5㻑
᪤▱໬ྜ≀C:6㻚0㻑

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

14
㻴S㼃-1502 䝣ロア䝤ル

㼇ホクサ䞁㼉

᪤▱໬ྜ≀㼄:8㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㼅:34㻚0㻑
᪤▱໬ྜ≀㼆:1㻚8㻑 (㼣㻛㼢)

䕿
䕿
一発処理
䠷年ḟኚືの☜ㄆ䠹

実施ሙᡤู⥲ྜホ౯

1R�
薬剤ྡ・剤ᆺ
㹙ጤク会♫㹛

᭷ຠ成ศཬびྵ᭷⋡
中䚷ኸ䚷ุ䚷ᐃ

䠷௒後の᳨ウㄢ題䠹

2
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༊䚷䚷ศ 䚷䚷䚷実䚷䞉䚷⥅䚷䚷ὀ䠅 ⥅

A-1S BC㻴-121-1㼗㼓⢏ BC㻴-122䝣ロア䝤ル

A-1S BC㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪

A-1S 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏

A-1S 㻖 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-142䝣ロア䝤ル

A-1S 㻖 㻹㻵㻴-143䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-1S S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-1S 㻖 S-9488䝆䝱䞁䝪 㻖 S-9488䝣ロア䝤ル

A-1S S-9488-1㼗㼓⢏

A-1 BA㻴-041-1㼗㼓⢏ BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪 BC㻴-151-1㼗㼓⢏ BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻰A㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-0801(㻸)䝆䝱䞁䝪 BC㻴-153䝆䝱䞁䝪 BC㻴-154-1㼗㼓⢏

A-1 㻴㻻㻷-1002䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1002(㻸)䝆䝱䞁䝪 BC㻴-155䝣ロア䝤ル BC㻴-156䝆䝱䞁䝪

A-1 㻴㻻㻷-1002(㻸)䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1002(㻸)-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1401䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓⢏

A-1 㻴㻻㻷-1101䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1101䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1501䝣ロア䝤ル

A-1 㻴㻻㻷-1101-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1401䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓⢏ 㻴S㼃-1501䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻴S㼃-1301-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-072㻰䝆䝱䞁䝪 㻴S㼃-1501-1㼗㼓⢏ 㻴S㼃-1502䝣ロア䝤ル

A-1 㻷U㻴-072㻰䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-101䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151䝆䝱䞁䝪㻛0㻚25㼗㼓⢏

A-1 㻷U㻴-103䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151-1㼗㼓⢏ 㻺C-645-1㼗㼓⢏

A-1 㻷U㻴-122-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 㻺C-646-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1530䝣ロア䝤ル

A-1 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷U㻴-123-0㻚25㼗㼓⢏ 㻺㻴-1530-1㼗㼓⢏ 㻻A㼀-0302䝆䝱䞁䝪

A-1 㻷U㻴-131-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-133䝣ロア䝤ル SB-612-1㼗㼓⢏ SB-613䝣ロア䝤ル

A-1 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル

A-1 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪

A-1 㻷㼅㻴-1001䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏

A-1 㻷㼅㻴-1401䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷㼅㻴-1401䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻷㼅㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-102䝣ロア䝤ル

A-1 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-122䝣ロア䝤ル

A-1 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪

A-1 㻺C-626䝆䝱䞁䝪 㻺C-626䝣ロア䝤ル

A-1 㻺C-638䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺C-638䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻺C-638-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝆䝱䞁䝪

A-1 㻖 㻺C-639䝣ロア䝤ル 㻖 㻺C-639-1㼗㼓⢏

A-1 㻺C-643䝣ロア䝤ル 㻺C-644-1㼗㼓⢏

A-1 㻺㻴-1001(㻴)-1㼗㼓⢏ 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏

A-1 㻻A㼀-0501䝣ロア䝤ル 㻻A㼀-0501-1㼗㼓⢏

A-1 S-9663䝆䝱䞁䝪 S-9663䝣ロア䝤ル

A-1 SB-531䝣ロア䝤ル S㼃-052䝆䝱䞁䝪

A-1 S㼅㻶-223-1㼗㼓⢏ BC㻴-105㻸-1㼗㼓⢏

A-1 㻴㻻㻷-0801-1㼗㼓⢏

䚷䚷ὀ䠅移植Ỉ✄䛷䛿䠒ᆅᇦ䠄໭ᾏ㐨䠈ᮾ໭䠈໭㝣䠈㛵ᮾ䞉ᮾᾏ䠈㏆␥䞉中ᅜ䞉ᅄᅜ䠈஑ᕞ䠅䛔䛪䜜䛛䛷䚸䜎た䚸直播Ỉ✄䛷䛿
䚷䚷䚷䚷‣Ỉ直播䚸஝田直播䛔䛪䜜䛛䛷䛂実䡡⥅䛃とุᐃ䛥䜜た⸆剤䜢グ㍕した䚹
䚷䚷 䚷 䜎た䚸ᮏ年度初䜑䛶䛂実䞉⥅䛃ุᐃ䛥䜜た⸆剤䛻䛿䛂㻖䛃䜢グした䚹

4
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第3表䚷平成䠎䠓年度䚷Ỉ✄㛵ಀ㝖草剤適2試験ุᐃ⤖ᯝ一ぴ

༊䚷䚷ศ 䚷䚷䚷実䚷䞉䚷⥅䚷䚷ὀ䠅 ⥅

A-1S BC㻴-121-1㼗㼓⢏ BC㻴-122䝣ロア䝤ル

A-1S BC㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪

A-1S 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏

A-1S 㻖 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-142䝣ロア䝤ル

A-1S 㻖 㻹㻵㻴-143䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-1S S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-1S 㻖 S-9488䝆䝱䞁䝪 㻖 S-9488䝣ロア䝤ル

A-1S S-9488-1㼗㼓⢏

A-1 BA㻴-041-1㼗㼓⢏ BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪 BC㻴-151-1㼗㼓⢏ BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻰A㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-0801(㻸)䝆䝱䞁䝪 BC㻴-153䝆䝱䞁䝪 BC㻴-154-1㼗㼓⢏

A-1 㻴㻻㻷-1002䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1002(㻸)䝆䝱䞁䝪 BC㻴-155䝣ロア䝤ル BC㻴-156䝆䝱䞁䝪

A-1 㻴㻻㻷-1002(㻸)䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1002(㻸)-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1401䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓⢏

A-1 㻴㻻㻷-1101䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1101䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1501䝣ロア䝤ル

A-1 㻴㻻㻷-1101-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1401䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓⢏ 㻴S㼃-1501䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻴S㼃-1301-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-072㻰䝆䝱䞁䝪 㻴S㼃-1501-1㼗㼓⢏ 㻴S㼃-1502䝣ロア䝤ル

A-1 㻷U㻴-072㻰䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-101䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151䝆䝱䞁䝪㻛0㻚25㼗㼓⢏

A-1 㻷U㻴-103䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151-1㼗㼓⢏ 㻺C-645-1㼗㼓⢏

A-1 㻷U㻴-122-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 㻺C-646-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1530䝣ロア䝤ル

A-1 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷U㻴-123-0㻚25㼗㼓⢏ 㻺㻴-1530-1㼗㼓⢏ 㻻A㼀-0302䝆䝱䞁䝪

A-1 㻷U㻴-131-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-133䝣ロア䝤ル SB-612-1㼗㼓⢏ SB-613䝣ロア䝤ル

A-1 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル

A-1 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪

A-1 㻷㼅㻴-1001䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏

A-1 㻷㼅㻴-1401䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷㼅㻴-1401䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻷㼅㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-102䝣ロア䝤ル

A-1 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-122䝣ロア䝤ル

A-1 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪

A-1 㻺C-626䝆䝱䞁䝪 㻺C-626䝣ロア䝤ル

A-1 㻺C-638䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺C-638䝣ロア䝤ル

A-1 㻖 㻺C-638-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝆䝱䞁䝪

A-1 㻖 㻺C-639䝣ロア䝤ル 㻖 㻺C-639-1㼗㼓⢏

A-1 㻺C-643䝣ロア䝤ル 㻺C-644-1㼗㼓⢏

A-1 㻺㻴-1001(㻴)-1㼗㼓⢏ 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏

A-1 㻻A㼀-0501䝣ロア䝤ル 㻻A㼀-0501-1㼗㼓⢏

A-1 S-9663䝆䝱䞁䝪 S-9663䝣ロア䝤ル

A-1 SB-531䝣ロア䝤ル S㼃-052䝆䝱䞁䝪

A-1 S㼅㻶-223-1㼗㼓⢏ BC㻴-105㻸-1㼗㼓⢏

A-1 㻴㻻㻷-0801-1㼗㼓⢏

䚷䚷ὀ䠅移植Ỉ✄䛷䛿䠒ᆅᇦ䠄໭ᾏ㐨䠈ᮾ໭䠈໭㝣䠈㛵ᮾ䞉ᮾᾏ䠈㏆␥䞉中ᅜ䞉ᅄᅜ䠈஑ᕞ䠅䛔䛪䜜䛛䛷䚸䜎た䚸直播Ỉ✄䛷䛿
䚷䚷䚷䚷‣Ỉ直播䚸஝田直播䛔䛪䜜䛛䛷䛂実䡡⥅䛃とุᐃ䛥䜜た⸆剤䜢グ㍕した䚹
䚷䚷 䚷 䜎た䚸ᮏ年度初䜑䛶䛂実䞉⥅䛃ุᐃ䛥䜜た⸆剤䛻䛿䛂㻖䛃䜢グした䚹
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A-2 㻖 㻴㻻㻷-0901䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-0901-1㼗㼓⢏ BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪 BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪

A-2 㻖 㻷㻼㻼-508-1㼗㼓⢏ 㻹A㼀-159䝆䝱䞁䝪 㻷㻼㻼-314䝣ロア䝤ル 㻺㻴-1531-1㼗㼓⢏

A-2 㻺C-642-1㼗㼓⢏ SB-531䝣ロア䝤ル

A-2 㼅㻴-650䝆䝱䞁䝪

A-3 BC㻴-121-1㼗㼓⢏ BC㻴-123䝆䝱䞁䝪 BA㻴-1501-1㼗㼓⢏ 㻰A㻴-1501-1㼗㼓⢏

A-3 㻖 㻰A㻴-1402-1㼗㼓⢏ 㻖 㻰A㻴-1403 SC 㻰A㻴-1502㻱C 㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓⢏

A-3 㻴㻻㻷-1201-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-129ங 㻷㼅㻴-1501-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏

A-3 㻖 㻷㻼㻼-130-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-104-1㼗㼓⢏ 㻺C-647䝣ロア䝤ル 㻺㻴-1101䝆䝱䞁䝪

A-3 㻖 㻷㼅㻴-1402-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-104-1㼗㼓⢏ S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 S㻸-1001-1㼗㼓⢏

A-3 㻖 㻹㻵㻴-144䝆䝱䞁䝪 㻺C-621䝆䝱䞁䝪 S㼃-065(㻸)-1㼗㼓⢏

A-3 㻺C-621-1㼗㼓⢏ 㻺C-640-1㼗㼓⢏

A-3 㻺C-641-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1101-1㼗㼓⢏

A-3 S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ S㻸-0613㢛⢏Ỉ࿴

A-3 モ䝸ネ䞊䝖S㻹䝆䝱䞁䝪

A-4アゼガヤ 㻷㻼㻼-129ங 㻷㻼㻼-129-1㼗㼓⢏

A-4エゾノサヤヌカグサ BC㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷U㻴-133䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1401䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1401䝣ロア䝤ル

A-4エゾノサヤヌカグサ 㻖 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル 㻖 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-131-0㻚25㼗㼓⢏

A-4エゾノサヤヌカグサ 㻖 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻖 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-142䝣ロア䝤ル

A-4エゾノサヤヌカグサ 㻖 㻹㻵㻴-111-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-122䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-143䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-4エゾノサヤヌカグサ 㻖 㻹㻵㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻖 S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ BC㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1201-1㼗㼓⢏ BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪 BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-4オモダカ 㻖 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪 㻷㻼㻼-505-1㼗㼓⢏ BC㻴-153䝆䝱䞁䝪 BC㻴-155䝣ロア䝤ル

A-4オモダカ 㻖 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 BC㻴-156䝆䝱䞁䝪 㻰A㻴-1501-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻷U㻴-133䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻰A㻴-1502㻱C 㻴㻻㻷-1401䝆䝱䞁䝪

A-4オモダカ 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル 㻖 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1401䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1401-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1001䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1501䝣ロア䝤ル

A-4オモダカ 㻖 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-130-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻖 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻖 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻖 㻹㻵㻴-111-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-122䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻖 㻹㻵㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻖 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-131-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺C-640-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1401䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1401䝣ロア䝤ル

A-4オモダカ 㻺C-641-1㼗㼓⢏ 㻺C-643䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1402-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻻A㼀-0501䝆䝱䞁䝪 S-9465-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-144䝆䝱䞁䝪 㻺C-638䝆䝱䞁䝪

A-4オモダカ S-9663䝣ロア䝤ル S-9663-1㼗㼓⢏ 㻺C-638䝣ロア䝤ル 㻺C-639䝆䝱䞁䝪

A-4オモダカ S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 㻺C-639䝣ロア䝤ル 㻺C-644-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻺㻴-1001(㻴)䝆䝱䞁䝪 㻺㻴-1101䝆䝱䞁䝪

A-4オモダカ 㻺㻴-1530䝣ロア䝤ル 㻺㻴-1530-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 㻻A㼀-0302䝆䝱䞁䝪

A-4オモダカ S-9477䝆䝱䞁䝪 S-9477䝣ロア䝤ル

A-4オモダカ S-9477-1㼗㼓⢏ S-9488-1㼗㼓⢏

A-4オモダカ S-9663䝆䝱䞁䝪

A-4キシュウスズメノヒエ 㻖 BC㻴-121-1㼗㼓⢏

A-4クサネム 㻖 S㻸-0601䝆䝱䞁䝪
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A-4クログワイ BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪 BC㻴-121-1㼗㼓⢏ BC㻴-151-1㼗㼓⢏ BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻴㻻㻷-1201-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪 BC㻴-154-1㼗㼓⢏ BC㻴-155䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻖 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-0901䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-0901-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1501䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1501䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1001䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-130-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-112(㻴)䝣ロア䝤ル 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル 㻷㻼㻼-508-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻹㻵㻴-112(㻸)䝣ロア䝤ル 㻖 㻹㻵㻴-113(㻴)䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ 㻹㻵㻴-113(㻸)䝆䝱䞁䝪 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻖 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1401䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1401䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻺㻴-1101-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-596-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1402-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏ 㻖 㻻A㼀-0501䝆䝱䞁䝪 㻹A㼀-159䝆䝱䞁䝪 㻹㻵㻴-144䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ S-9465-1㼗㼓⢏ 㻖 S-9663䝣ロア䝤ル 㻺C-638䝆䝱䞁䝪 㻺C-638䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ S-9663-1㼗㼓⢏ 㻖 S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝆䝱䞁䝪 㻺C-639䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻖 S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 S㻸-1001-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1001(㻴)䝆䝱䞁䝪 㻺㻴-1101䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ S㼅㻶-222-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1530䝣ロア䝤ル 㻺㻴-1530-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 㻻A㼀-0302䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ S-9663䝆䝱䞁䝪 㻰A㻴-1501-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻖 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 BC㻴-151-1㼗㼓⢏ BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-4コウキヤガラ 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル BC㻴-153䝆䝱䞁䝪 BC㻴-154-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪 BC㻴-155䝣ロア䝤ル BC㻴-156䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻷㻼㻼-130-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-101-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺C-629䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-142䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-143䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 㻺C-631㢛⢏Ỉ࿴ 㻖 㻺C-631-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-144䝆䝱䞁䝪 㻺C-631䝣ロア䝤ル

A-4コウキヤガラ 㻖 㻺C-640-1㼗㼓⢏ 㻖 㻺C-641-1㼗㼓⢏ 㻺C-638䝆䝱䞁䝪 㻺C-638䝣ロア䝤ル

A-4コウキヤガラ 㻖 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏ S-9465-1㼗㼓⢏ 㻺C-638-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 S-9663䝣ロア䝤ル S-9663-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝣ロア䝤ル 㻺C-639-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻖 S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ 㻖 S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ S㻸-1001-1㼗㼓⢏ SS㼀-404䝆䝱䞁䝪 S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㼀㻴-601䝣ロア䝤ル S-9488-1㼗㼓⢏ S-9663䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻖 BC㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻖 㻴㻻㻷-1101-1㼗㼓⢏ BC㻴-122䝣ロア䝤ル BC㻴-123䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻖 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷U㻴-103-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1201-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル

A-4シズイ 㻖 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻖 㻹㻵㻴-102䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-111-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻖 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-122䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺㻴-1101-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル

A-4シズイ 㻖 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏ 㻖 㻻A㼀-0501䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏ 㻺C-631䝣ロア䝤ル

A-4シズイ 㻖 㻻A㼀-0501-1㼗㼓⢏ 㻖 S㼃-063-1㼗㼓⢏ 㻺C-638-1㼗㼓⢏ 㻺C-639-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻖 㻴㻻㻷-1002䝣ロア䝤ル 㻺C-639-1㼗㼓⢏ 㻺C-640-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻺C-641-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1001(㻴)䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-4シズイ S-9663䝆䝱䞁䝪 S-9663䝣ロア䝤ル

A-4シズイ S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ S㻸-1001䝆䝱䞁䝪

6

2�　২ௐ　7PM���
�/P��	����




89

༊䚷䚷ศ 䚷䚷䚷実䚷䞉䚷⥅䚷䚷ὀ䠅 ⥅

A-4クログワイ BA㻴-1118䝆䝱䞁䝪 BC㻴-121-1㼗㼓⢏ BC㻴-151-1㼗㼓⢏ BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻴㻻㻷-1201-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪 BC㻴-154-1㼗㼓⢏ BC㻴-155䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻖 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-0901䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-0901-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1501䝆䝱䞁䝪 㻴㻻㻷-1501䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1001䝣ロア䝤ル 㻴㻻㻷-1501-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-130-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-112(㻴)䝣ロア䝤ル 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル 㻷㻼㻼-508-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻹㻵㻴-112(㻸)䝣ロア䝤ル 㻖 㻹㻵㻴-113(㻴)䝆䝱䞁䝪 㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ 㻹㻵㻴-113(㻸)䝆䝱䞁䝪 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-151-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻖 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1401䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1401䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻺㻴-1101-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-596-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1401-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1402-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏ 㻖 㻻A㼀-0501䝆䝱䞁䝪 㻹A㼀-159䝆䝱䞁䝪 㻹㻵㻴-144䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ S-9465-1㼗㼓⢏ 㻖 S-9663䝣ロア䝤ル 㻺C-638䝆䝱䞁䝪 㻺C-638䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ S-9663-1㼗㼓⢏ 㻖 S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝆䝱䞁䝪 㻺C-639䝣ロア䝤ル

A-4クログワイ 㻖 S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 S㻸-1001-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1001(㻴)䝆䝱䞁䝪 㻺㻴-1101䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ S㼅㻶-222-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1530䝣ロア䝤ル 㻺㻴-1530-1㼗㼓⢏

A-4クログワイ 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 㻻A㼀-0302䝆䝱䞁䝪

A-4クログワイ S-9663䝆䝱䞁䝪 㻰A㻴-1501-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻖 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻖 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 BC㻴-151-1㼗㼓⢏ BC㻴-152䝣ロア䝤ル

A-4コウキヤガラ 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-0901䝣ロア䝤ル BC㻴-153䝆䝱䞁䝪 BC㻴-154-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻷㼅㻴-0901-1㼗㼓⢏ 㻷㼅㻴-1001䝆䝱䞁䝪 BC㻴-155䝣ロア䝤ル BC㻴-156䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻷㻼㻼-130-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-101-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-123䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル 㻷U㻴-123-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺C-629䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-142䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-143䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 㻺C-631㢛⢏Ỉ࿴ 㻖 㻺C-631-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-144䝆䝱䞁䝪 㻺C-631䝣ロア䝤ル

A-4コウキヤガラ 㻖 㻺C-640-1㼗㼓⢏ 㻖 㻺C-641-1㼗㼓⢏ 㻺C-638䝆䝱䞁䝪 㻺C-638䝣ロア䝤ル

A-4コウキヤガラ 㻖 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏ S-9465-1㼗㼓⢏ 㻺C-638-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ 㻖 S-9663䝣ロア䝤ル S-9663-1㼗㼓⢏ 㻺C-639䝣ロア䝤ル 㻺C-639-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㻖 S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ 㻖 S㻸-1001䝆䝱䞁䝪 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-4コウキヤガラ S㻸-1001-1㼗㼓⢏ SS㼀-404䝆䝱䞁䝪 S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-4コウキヤガラ 㼀㻴-601䝣ロア䝤ル S-9488-1㼗㼓⢏ S-9663䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻖 BC㻴-121-1㼗㼓⢏ 㻖 㻴㻻㻷-1101-1㼗㼓⢏ BC㻴-122䝣ロア䝤ル BC㻴-123䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻖 㻷㻼㻼-505䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷U㻴-103-1㼗㼓⢏ 㻴㻻㻷-1201-1㼗㼓⢏ 㻷㻼㻼-505䝣ロア䝤ル

A-4シズイ 㻖 㻷㼅㻴-0901䝆䝱䞁䝪 㻖 㻷㼅㻴-1001-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-104-0㻚25㼗㼓⢏ 㻷U㻴-121-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻖 㻹㻵㻴-102䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-111-1㼗㼓⢏ 㻷U㻴-122A㻹䝆䝱䞁䝪 㻷㼅㻴-1301䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻖 㻹㻵㻴-114-1㼗㼓⢏ 㻖 㻹㻵㻴-122䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1301䝣ロア䝤ル 㻷㼅㻴-1301-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻖 㻹㻵㻴-132䝆䝱䞁䝪 㻖 㻺㻴-1101-1㼗㼓⢏ 㻹㻵㻴-123䝆䝱䞁䝪 㻹㻵㻴-131䝣ロア䝤ル

A-4シズイ 㻖 㻻A㼀-0302-1㼗㼓⢏ 㻖 㻻A㼀-0501䝣ロア䝤ル 㻹㻵㻴-141-1㼗㼓⢏ 㻺C-631䝣ロア䝤ル

A-4シズイ 㻖 㻻A㼀-0501-1㼗㼓⢏ 㻖 S㼃-063-1㼗㼓⢏ 㻺C-638-1㼗㼓⢏ 㻺C-639-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻖 㻴㻻㻷-1002䝣ロア䝤ル 㻺C-639-1㼗㼓⢏ 㻺C-640-1㼗㼓⢏

A-4シズイ 㻺C-641-1㼗㼓⢏ 㻺㻴-1001(㻴)䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ 㻺㻴-596䝆䝱䞁䝪 S-9477䝆䝱䞁䝪

A-4シズイ S-9477䝣ロア䝤ル S-9477-1㼗㼓⢏

A-4シズイ S-9663䝆䝱䞁䝪 S-9663䝣ロア䝤ル

A-4シズイ S㻸-0401(㻴)-1㼗㼓⢏ S㻸-1001䝆䝱䞁䝪
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区　　分 　　　実　・　継　　注） 継

A-4ミズアオイ * BCH-122フロアブル * KUH-121-1kg粒 KUH-131-0.25kg粒 MIH-131フロアブル

A-4ミズアオイ * KUH-133フロアブル * KYH-0901フロアブル MIH-141-1kg粒 MIH-142フロアブル

A-4ミズアオイ * KYH-1301フロアブル * KYH-1301-1kg粒 MIH-143ジャンボ S-9477ジャンボ

A-4ミズアオイ * MIH-111-1kg粒 * MIH-122フロアブル S-9477フロアブル S-9477-1kg粒

A-4ミズアオイ * MIH-123ジャンボ * SL-1001ジャンボ

A-4SU抵抗性ホタルイ * KUH-121-1kg粒 * KUH-133フロアブル

ボンャジ)改(311-GC粒gk1-311-GCボンャジ1070-LS*ネイ草雑4-A

A-4雑草イネ HOK-0901フロアブル HOK-0901-1kg粒

A-4雑草イネ NC-629-1kg粒 OAT-0302-1kg粒

B-1 * BCH-105H-1kg粒 * BCH-105L-1kg粒 HOK-1002ジャンボ HOK-1101ジャンボ

B-1 BCH-121-1kg粒 BCH-122フロアブル HOK-1101フロアブル HOK-1101-1kg粒

B-1 BCH-123ジャンボ HOK-0801-1kg粒 KUH-091ジャンボ KUH-103ジャンボ

B-1 * HOK-1002(L)フロアブル HOK-1002(L)-1kg粒 KUH-103-1kg粒 KUH-123-1kg粒

B-1 * KUH-121-1kg粒 * KYH-0901ジャンボ KUH-151-1kg粒 KYH-1401ジャンボ

B-1 * KYH-0901フロアブル * KYH-0901-1kg粒 KYH-1401フロアブル KYH-1401-1kg粒

B-1 KYH-1001ジャンボ * KYH-1301ジャンボ MIH-113(H)ジャンボ MIH-113(L)ジャンボ

B-1 * KYH-1301フロアブル * KYH-1301-1kg粒 MIH-141-1kg粒 MIH-142フロアブル

B-1 * MIH-112(H)フロアブル * MIH-112(L)フロアブル MIH-143ジャンボ NC-645-1kg粒

B-1 * MIH-114-1kg粒 * MIH-122フロアブル S-9477ジャンボ S-9477フロアブル

B-1 * MIH-123ジャンボ * MIH-131フロアブル S-9477-1kg粒 S-9488-1kg粒

B-1 * MIH-132ジャンボ * NC-629-1kg粒 SL-0701ジャンボ

B-1 * NC-631-1kg粒 * NC-632-1kg粒

B-1 * NH-051(H)ジャンボ NH-596ジャンボ

B-1 * NH-596フロアブル * OAT-0501ジャンボ

B-1 OAT-0501フロアブル OAT-0501-1kg粒

B-1 * S-9058ジャンボ * S-9058フロアブル

B-1 S-9058-1kg粒 * S-9421ジャンボ

B-1 * S-9421フロアブル S-9421-1kg粒

B-1 S-9465-1kg粒 * S-9663ジャンボ

B-1 * S-9663フロアブル S-9663-1kg粒

B-1 SL-0601ジャンボ * SL-1001ジャンボ

B-1 SW-062フロアブル * TH-501ジャンボ

B-1 TH-501フロアブル TH-601ジャンボ

B-1 TH-601フロアブル NH-596-1kg粒

B-2 * HOK-1402-1kg粒

B-3 * HOK-1201-1kg粒 KUH-104-1kg粒 KYH-1402-1kg粒 MIH-144ジャンボ

B-3 NH-1101-1kg粒 SW-063-1kg粒 SL-0401(H)-1kg粒

B-4 ACN粒 * HPW-111乳

C NC-622 液 アシュラム 液 NC-360 フロアブル NH-007 フロアブル

C SCC-010 液

D NC-622 液

E NH-009 液 SCC-010 液

E SBH-207 粒

7

区　　分 　　　実　・　継　　注） 継

A-4ミズアオイ * BCH-122フロアブル * KUH-121-1kg粒 KUH-131-0.25kg粒 MIH-131フロアブル

A-4ミズアオイ * KUH-133フロアブル * KYH-0901フロアブル MIH-141-1kg粒 MIH-142フロアブル

A-4ミズアオイ * KYH-1301フロアブル * KYH-1301-1kg粒 MIH-143ジャンボ S-9477ジャンボ

A-4ミズアオイ * MIH-111-1kg粒 * MIH-122フロアブル S-9477フロアブル S-9477-1kg粒

A-4ミズアオイ * MIH-123ジャンボ * SL-1001ジャンボ

A-4SU抵抗性ホタルイ * KUH-121-1kg粒 * KUH-133フロアブル

ボンャジ)改(311-GC粒gk1-311-GCボンャジ1070-LS*ネイ草雑4-A

A-4雑草イネ HOK-0901フロアブル HOK-0901-1kg粒

A-4雑草イネ NC-629-1kg粒 OAT-0302-1kg粒

B-1 * BCH-105H-1kg粒 * BCH-105L-1kg粒 HOK-1002ジャンボ HOK-1101ジャンボ

B-1 BCH-121-1kg粒 BCH-122フロアブル HOK-1101フロアブル HOK-1101-1kg粒

B-1 BCH-123ジャンボ HOK-0801-1kg粒 KUH-091ジャンボ KUH-103ジャンボ

B-1 * HOK-1002(L)フロアブル HOK-1002(L)-1kg粒 KUH-103-1kg粒 KUH-123-1kg粒

B-1 * KUH-121-1kg粒 * KYH-0901ジャンボ KUH-151-1kg粒 KYH-1401ジャンボ

B-1 * KYH-0901フロアブル * KYH-0901-1kg粒 KYH-1401フロアブル KYH-1401-1kg粒

B-1 KYH-1001ジャンボ * KYH-1301ジャンボ MIH-113(H)ジャンボ MIH-113(L)ジャンボ

B-1 * KYH-1301フロアブル * KYH-1301-1kg粒 MIH-141-1kg粒 MIH-142フロアブル

B-1 * MIH-112(H)フロアブル * MIH-112(L)フロアブル MIH-143ジャンボ NC-645-1kg粒

B-1 * MIH-114-1kg粒 * MIH-122フロアブル S-9477ジャンボ S-9477フロアブル

B-1 * MIH-123ジャンボ * MIH-131フロアブル S-9477-1kg粒 S-9488-1kg粒

B-1 * MIH-132ジャンボ * NC-629-1kg粒 SL-0701ジャンボ

B-1 * NC-631-1kg粒 * NC-632-1kg粒

B-1 * NH-051(H)ジャンボ NH-596ジャンボ

B-1 * NH-596フロアブル * OAT-0501ジャンボ

B-1 OAT-0501フロアブル OAT-0501-1kg粒

B-1 * S-9058ジャンボ * S-9058フロアブル

B-1 S-9058-1kg粒 * S-9421ジャンボ

B-1 * S-9421フロアブル S-9421-1kg粒

B-1 S-9465-1kg粒 * S-9663ジャンボ

B-1 * S-9663フロアブル S-9663-1kg粒

B-1 SL-0601ジャンボ * SL-1001ジャンボ

B-1 SW-062フロアブル * TH-501ジャンボ

B-1 TH-501フロアブル TH-601ジャンボ

B-1 TH-601フロアブル NH-596-1kg粒

B-2 * HOK-1402-1kg粒

B-3 * HOK-1201-1kg粒 KUH-104-1kg粒 KYH-1402-1kg粒 MIH-144ジャンボ

B-3 NH-1101-1kg粒 SW-063-1kg粒 SL-0401(H)-1kg粒

B-4 ACN粒 * HPW-111乳

C NC-622 液 アシュラム 液 NC-360 フロアブル NH-007 フロアブル

C SCC-010 液

D NC-622 液

E NH-009 液 SCC-010 液

E SBH-207 粒

7
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ձͩΑΓڠ˙
˙ฏ੒��೥౓ٴۀࣄͼձܭͷ؂ࠪ
ɹฏ੒2�年5݄�೔ʢ݄ʣ，ฏ੒2�年度事ٴۀͼܾࢉについ
て，当ڠձ؂事による؂ࠪをडけ，適正との結果を得た。

˙ୈ��ճཧࣄձ։࠵
ɹฏ੒2�年5݄12೔ʢ໦ʣ，植ௐձؗձٞࣨに͓いてୈ12
ճ理事ձが開࠵され，࣍の事߲についてঝ認を得た。
ʲٞ案ʳ
1.ɹฏ੒2�年度事ۀ報ٴࠂͼܾࢉのঝ認
2.ɹ定׺の変更ʢ案ʣ
ʲ報ࠂ事߲ʳ
1.ɹ代表理事・ۀ຿ࣥ行理事の৬຿のࣥ行のঢ়گの報ࠂ

˙ୈ̑ճධٞһձ։࠵
ɹฏ੒2�年5݄2�೔ʢۚʣ，ઙ草ビューϗςルձٞࣨに͓い
てୈ5ճ評ٞһձが開࠵され，࣍の事߲についてঝ認を得た。
ʲ報ࠂ事߲ʳ
1.ɹฏ੒2�年度事ۀ報ࠂ
ʲܾٞ事߲ʳ
1.ɹฏ੒2�年度ܾࢉのঝ認
2.ɹ定׺の変更
3.ɹ理事・؂事のબ೚
� �೚理事࠶ 大ౢ�อ෉，খ஑޷�ஐ，ࠤ౻�ӻ࢙，
� � 高޺�ڮ࿨，஛಺�安ஐ，ҏୡܟ׮�，
� � 田中�ɹ良，種田�ఃٛ，দ઒ɹ܄�，
� � দຊ�ɹ޺，ԣࢁ�ণ༤，ԣ޾�ࢁಙ
� 新೚理事� 大ޫ�۾ળ，ࠊԬ�੓ೋ，ٶԼ�ⅉو
� �೚؂事࠶ ۨҪ�良理，ࠤ合�⇮一
� ୀ೚理事� 稲৿�ɹ੣，今ྛ�૜一࿠，খ઒�ɹᇈ
�.ɹ評ٞһのબ೚
� �೚評ٞһ࠶ ఱ野�ప෉，઒໊�හ෉，後౻�प࢘，
� � 今೮�ོಓ，ਗ਼水�ɹ力，୩�ɹ࿨ޭ，
� � ؏�ɹ࿨೭，๕լ�ढ़࿠，⅓ຊ�ɹޛ，
� � ૣ઒�लଇ，ݪ田޹�ଇ，౻田�ढ़一，
� � ৿ౡ�༃༤，ݩ�խ࣮，ຊ多�ઍݪ౻
� 新೚評ٞһ� খদݑ�ݪ一，ૣ઒�৳一，ԣ田�ɹҼ
� ୀ೚評ٞһ� Ԭຊ�ོ೭，٢ݩ�੓ढ़，৿田�ɹ݈

˙ୈ̑ճཧࣄձ։࠵
ɹฏ੒2�年5݄2�೔ʢۚʣ，ઙ草ビューϗςルձٞࣨに͓い
てୈ13ճ理事ձが開࠵され，࣍の事߲についてঝ認を得た。
ʲ報ࠂ事߲ʳ
1.ɹ定׺の変更

ʲٞ案ʳ
1.ɹ代表理事ٴͼۀ຿ࣥ行理事のબ೚
� 代表理事ʢ理事長ʣ� وԼ�ⅉٶ
� 代表理事ʢઐ຿理事ʣ� ԣࢁ�ণ༤
� �຿ࣥ行理事ʢৗ຿理事ʣۀ �ӻ࢙౻ࠤ
� �຿ࣥ行理事ʢৗ຿理事ʣۀ 高޺�ڮ࿨
2.ɹސ問のબ೚
� 問��খ઒�ɹᇈސ

ձ౼ݕ੒੷ݧࢼ˙
˔�ฏ੒2�年度ळౙ作野ࡊՖき関係除草剤・生ҭௐઅ剤試験
੒੷ݕ౼ձ
ɹ೔時ɿฏ੒2�年�݄12೔ʢՐʣ�13�00ʙ1��00�
ɹ場ॴɿઙ草ビューϗςル
ɹɹɹɹ˟111-���5�౦ژ౎୆౦区੢ઙ草3-1�-1
ɹɹɹɹ5&-�03-3���-1111

広　 　　　場

ฤूهޙ
ɹ�݄になり，関౦までകӍ入りとなりました。これか
らべとべとするようなӍの̍ϲ݄がଓく，としたのは，
աڈのことかもしれません。കӍ入りしたにはしたよう
ですが，߱水ྔはগなく，རࠜ઒の�つのμϜのஷ水ྔ
はྫ年の൒分です。ۙ年のఱؾはগし前とずいͿんと様
変わりし，農Ոの方の対応も大変かと思います。
ɹ�݄߸はいつき現象を紹介した記事と，ՈఉԂܳ用除
草剤の使用࣮ଶのアンέート記事を掲載いたします。一
෦地域で知られていたʮいつき現象ʯですが，栽培のみ
ならず，薬害のݪҼともなり，஫意が必要のようです。

ʢฤूࢠʣ
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